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第57回 ～日本百名城選定記念～ 

丸亀 丸亀 
5月3日 ・4日  ＧＷ 

期間中
 

商工観光課 ８８１６ 

まんでガンガン大行進／3日 ・午後1時 

丸亀おどり総おどり／4日 ・午後6時 

まんでガンガン大行進／3日 ・午後1時 

丸亀おどり総おどり／4日 ・午後6時 

　5月3日 、4日 の2日間、丸亀城を中心に「日本百名
城」選定記念“第５７回丸亀お城まつり”が開催されます。 
　「みんなでつくろう　みんなのまつり」をスローガンに、
多彩な催しが行われます。 
　そして、今年はお城村村長に、丸亀出身の映画監督で、
現在「ＵＤＯＮ」を撮影中の本広克行さんが決定しました。 
　一層盛り上がることが期待される丸亀お城まつりに、み
なさんぜひ、お越しください。 

※期間中、まなびらんど、市民会館、ひまわりセンターでは「市民展」を開催。 
　また、まなびらんどでは、親善都市である「七尾の観光と物産展」を開催。 

日（曜） 

3
日

4
日

時　　間 行　　　事　　　名 場　　　所 

AM9：00～PM9：00

①PM0：00～　②ＰM1：30～ 
③ＰM2：30～　④PM4：30～ 

①AM11：30～　②ＰM0：00～ 
③ＰM1：00～　④PM2：00～ 
⑤PM3：00～ 

①ＰM0：00～　②ＰM4：00～ 

AM11：00～PM1：00

PM1：00～ 

PM6：00～ 

PM6：00～ 

PM1：00～ 

AM9：00～PM4：00

PM6：00～PM9：00

PM6：00～PM9：00

PM1：00～ 

PM2：00～PM4：00

AM10：00～ 

AM10：00～ 

丸 亀 お 城 村  丸亀城内一円 

丸 亀 お 城 村  丸亀城内一円 

おまつり広場（城内グラウンド） 

おまつり広場（城内グラウンド） 

おまつり広場（城内グラウンド） 

うどん広場（ＪＡ跡地） 

うどん広場（ＪＡ跡地） 

うどん広場（ＪＡ跡地） 

本部席周辺・美術館前 
秋寅の館・愛の広場 ス ト リ ー ト パ フ ォ ー マ ン ス 

本部席周辺・うどん広場 
秋寅の館・愛の広場・美術館前 ス ト リ ー ト パ フ ォ ー マ ン ス 

轟轟戦隊ボウケンジャーショーと写真撮影会  

ざわざわ森のがんこちゃんショーと写真撮影会 

市民会館大ホール 第35回　日 本 の 太 鼓 ま つ り 

第35回　日 本 の 太 鼓 ま つ り 

本部席周辺・四電交差点 丸 亀 お ど り フ リ ー ス タ イ ル 

本部席周辺・四電交差点 丸 亀 お ど り フ リ ー ス タ イ ル 

全 日 本 骨 付 鳥 選 手 権  

PM1：00～PM3：30 おまつり広場（城内グラウンド） お 城 村 ス テ ー ジ 

ドリルフェスティバル・イン丸亀’06・ふるさとの芸能大会ほか 

ふ る さ と の 芸 能 大 会  

素 人 手 打 ち う ど ん ・“ 味 ”自 慢 大 会  

大手門周辺 丸 亀 お ど り 総 お ど り 大 会  

大手門～商店街～市役所 
ま ん で ガ ン ガ ン 大 行 進  
マーチングバンドパレード・キッズ大パレード 
やっこ連・まるがめ時代絵巻・ふるさとの太鼓台 

素 人 手 打 ち う ど ん ・“ 味 ”自 慢 大 会  
ふるさとの太鼓まつり・全日本うどん選手権  
丸亀ウルトラクイズ・空手演舞・そよかぜコンサート 
未 来 環 境 防 衛 隊 ド ラ ゴ ン マ ン シ ョ ー 

臨時バス停留所設置＝ 3日 ：午前１０時～午後１０時 
4日 ：午前9時～午後9時半 

丸亀おどり総おどり 
4日 ・午後6時～ 

丸亀おどりフリースタイル 
3日 ・午後6時～ 
4日 ・午後8時～ 

まんでガンガン大行進 
3日 ・午後1時～ 

無料駐車場 
ほかに西中学校運動場があります 

マークのある大手前中・高校は 
車いす使用者専用です。 

有料駐車場 
ほかに港駐車場、福島駐車場があります 

※駐車台数には限りがあります
　ので、なるべく自動車以外の
　交通手段をご利用ください。 
※車でお越しの際は、交通規制が
　ありますのでご注意ください。 

｝ 

お城まつりは 
“コミュニティバス”で 

参加しよう！ 

5月3日 ～4日
■お城村開村式 
　3日 ・午前１１時/城内・愛の広場 

●丸亀お城村ホームページ 
第31回 

丸亀城内一円、自転車、バイクなどは乗り入れ禁止となります。 
お城村に入場の際は、各入り口付近にある指定駐輪場に止めてください。 



Ｐａｒｔ2 市役所組織と職員の定数・給与 行革だより 
行政改革推進室 ８８３９ 

　
先
月
号
で
は
、
市
の
緊
急
か
つ
最

重
要
課
題
で
あ
る
「
行
政
改
革
」
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
取
り
組
み

方
針
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
今
月
号
か
ら
は
、
市
が
昨
年
度
に

策
定
し
た
「
丸
亀
市
行
財
政
改
革
推

進
計
画（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」
に
掲

載
し
て
い
る
計
画
期
間
中（
平
成
十

七
年
度
〜
二
十
一
年
度
）の
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、
項
目

ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。 

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン 

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
載
し
て
い

る
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
の
具
体
的
な
取
り
組

み
内
容
を
今
月
号
か
ら
九
月
号
に
か

け
て
紹
介
し
ま
す
。 

一
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政

　
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化 

二
、
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

　
確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織 

三
、
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

　
等 

四
、
人
材
育
成
の
推
進 

五
、
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上 

六
、
電
子
自
治
体
の
推
進 

七
、
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政

　
運
営
の
確
保 

八
、
議
会
改
革
の
推
進 

※
今
月
号
で
は
、「
二
、
行
政
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
可

能
と
す
る
組
織
」
と
「
三
、
定
員
管

理
及
び
給
与
の
適
正
化
等
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

　
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速 

　
か
つ
的
確
な
対
応
を 

　
可
能
と
す
る
組
織 

　
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
市
民
ニ
ー

ズ
や
新
た
な
行
政
需
要
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
リ
ム
で

効
率
的
な
組
織
体
制
に
見
直
し
ま
す
。

ま
た
、
予
算
や
人
事
を
包
括
し
て
配

分
し
、
庁
内
分
権
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
職
員
の
横
断
的
活
用
と
職

場
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。 

〈
主
な
取
り
組
み
〉 

①
組
織
体
制
の
見
直
し 

　
効
率
的
な
組
織
体
制
の
整
備
に
よ

り
職
員
数
な
ど
を
削
減
し
ま
す
。 

②
附
属
機
関
な
ど
の
女
性
登
用
率
向

上（
目
標
数
値
女
性
登
用
率
四
〇
％
） 

　
附
属
機

関
（
審
議

会
な
ど
）

の
女
性
登

用
率
を
引

き
上
げ
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。 

③
防
災
体
制
の
強
化 

　
防
災
計
画
を
策
定
し
総
合
的
な
防

災
体
制
を
強
化
充
実
し
ま
す
。 

④
窓
口
業
務
の
年
度
末
及
び
年
度
は

じ
め
の
土
・
日
曜
開
庁 

　
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
三

月
二
十
五
日

、二
十
六
日

、四
月

二
日

の
三
日
間
、
試
験
的
に
実
施

し
、
延
べ
二
百
八
十
二
人
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
実
施
効
果
を

検
証
し
、
来
年
度

以
降
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。 

　
定
員
管
理
及
び 

　
給
与
の
適
正
化
等 

【
定
員
管
理
】 

　「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
期
間
中
は
「
退
職

者
原
則
不
補
充
」
に
よ
り
、
平
成
二

十
二
年
四
月
一
日
に
お
い
て
現
在
の

職
員
数
か
ら
約
一
八
・
五
％
削
減
し

た
九
百
八
十
人
体
制
を
目
指
し
ま
す
。 

●
定
員
管
理
の
適
正
化（
目
標
数
値

人
件
費
削
減
額
十
四
億
六
千
四
百
万
円
） 

　
職
員
数
の
削
減
に
よ
り
人
件
費
を

抑
制
し
て
い
き
ま
す
。 

【
給
与
の
適
正
化
】 

　
職
員
の
給
与
は
、
財
政
再
建
に
向

け
て
の
効
果
が
大
き
い
た
め
、
厳
し

い
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
各
種
手
当

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
人
件
費
の

総
額
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。 

〈
主
な
取
り
組
み
〉 

①
管
理
職
手
当
の
見
直
し
（
目
標
数

値

削
減
額
一
億
三
千
万
円
） 

　
管
理
職
手
当
の
抑
制
に
よ
り
経
費

を
削
減
し
ま
す
。 

②
通
勤
手
当
の
見
直
し（
目
標
数
値

削
減
額
三
百
八
十
八
万
円
） 

　
片
道
二

未
満
の
交
通
用
具
使

用
者
お
よ
び
徒
歩
通
勤
者
の
通
勤
手

当
を
廃
止
し
ま
す
。 

【
定
員
・
給
与
な
ど
の
公
表
】 

　
「
丸
亀
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、公
表
の
時
期
、内
容
お
よ
び
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
、
市
民
に
分
か

り
や
す
い
工
夫
を
し
て
公
表
し
ま
す
。 

【
福
利
厚
生
事
業
】 

　
職
員
の
会
費
と
市
か
ら
の
補
助
金

で
運
営
さ
れ
て
い
る「
職
員
共
済
会
」

に
お
い
て
、
主
に
職
員
に
対
す
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
市
の
食
堂

運
営
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
福
利
厚

生
事
業
に
つ
い

て
は
、
適
宜
の

点
検
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
、

市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う

適
正
に
事
業
を

実
施
し
ま
す
。 

●
福
利
厚
生
事
業
の
見
直
し
（
目
標

数
値

補
助
金
削
減
額
四
百
八
十
万

円
） 

　
食
堂
運
営
補
助
以
外
を
廃
止
し
、

共
済
会
の
特
定
事
業
に
係
る
補
助
金

を
削
減
し
ま
す
。 

上
下
水
道
事
業
に
ご
協
力
を 

営 業 課  

この白い数字部分が

（ ）を表示。（赤い数

字は100 の単位で切

り捨て。）前に見た数

字と今度見た数字と

の差が実際の使用水

量です（ ）。一部表

示の異なるメーター

もあります。 

水道を使ってい

ないのにここが

回っていたら漏

水している可能

性があります。 

口径の大きな

メーターにはこ

れがないのも

あります。 

　

水
道
の
中
止
届
け 

（
西
館
一
階

8
8
1
8
） 

　
ア
パ
ー
ト
、
住
宅
な
ど
を
引
越
し
し
た
と

き
は
、
水
道
の
中
止
届
け
を
必
ず
出
し
て
く

だ
さ
い
。
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
届
け
出
を
忘
れ
て

い
る
と
、
水
道
を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
料

金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を 

（
西
館
一
階

8
8
1
8
） 

　
家
庭
内
で
水
道
が
漏
水
し
て
い
る
と
、
多

額
の
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
時

時
メ
ー
タ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

水
道
検
針
員
の
募
集 

（
西
館
一
階

8
8
1
8
） 

　
水
道
検
針
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
の
た

め
、五
十
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
を
募
集
し
ま
す
。 

業
務
内
容
な
ど 

各
家
庭
な
ど
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針 

奇
数
月
の
二
十
日
か
ら
月
末
の
期
間
内
に

検
針 委

託
料
は
一
件
に
つ
き
八
十
円 

委
託
件
数
は
千
件
か
ら
二
千
件 

期
間
内
に
検
針
を
終
了
す
る
こ
と 

各
家
庭
な
ど
の
敷
地
内
に
入
る
た
め
、
女

性
が
好
ま
し
い 

募
集
人
員
＝
若
干
名 

申
し
込
み
方
法
＝
履
歴
書
を
持
参
の
こ
と 

締
め
切
り
＝
八
月
三
十
一
日
∫ 

　

下
水
道
受
益
者
負
担
金 

（
西
館
三
階

8
8
5
0
） 

　
平
成
十
八
年
度
の
下
水
道
受
益
者
負
担
金

賦
課
対
象
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
の
み
な

さ
ん
に
「
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
」
を

五
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

内
容
（
徴
収
猶
予
地
お
よ
び
減
免
地
の
所
有

者
に
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）
を
確
認
の
う
え
、

五
月
三
十
一
日
π
ま
で
に
申
告
書
な
ど
を
市

営
業
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
受
益
者
負
担
金
は
、
三
年
間
で
十
二
回
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付
書
は

七
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
第
一
期
納
期
限 

（
七
月
三
十
一
日
∑
）に
全
額
を
納
め
る
と
、

一
括
納
付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

　
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
を
完
備
す
る

こ
と
で
恩
恵
を
受
け
る
み
な
さ
ん
に
、
下
水

道
建
設
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、平
成
十
八
年
度
下
水
道
工
事
は
、土

器
町
東
一
丁
目
、土
器
町
西
六
丁
目
、原
田
町
、

綾
歌
町
岡
田
下
、
岡
田
東
、
栗
熊
東
、
富
熊
、

飯
山
町
下
法
軍
寺
、川
原
、東
坂
元
の
一
部
を

中
心
に
下
水
道
管
布
設
工
事
な
ど
を
行
い
ま

す
。
該
当
区
域
お
よ
び
付
近
の
み
な
さ
ん
に

は
工
事
に
伴
い
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度 

（
西
館
二
階

8
8
4
7
） 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。 

対
象
者
＝
専
用
住
宅
（
小
規
模
店
舗
な
ど
を

併
設
し
た
住
宅
を
含
む
）
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人 

対
象
区
域
＝
下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
を
含

む
）
の
事
業
認
可
区
域
外
（
島
し
ょ
部
は
全

域
対
象
） 

対
象
浄
化
槽
＝
環
境
省
国
庫
補
助
指
針
適
合

品
で
十
四
人
槽
ま
で
の
合
併
処
理
浄
化
槽 

人
槽
別
補
助
金
額
＝
左
表
の
と
お
り 

人　槽 
区　分 
 

補助金額 備　　　　考 

5人槽 

7人槽 

１０人槽 

１１～１４ 
人槽 
 

354,000円 

411,000円 

519,000円 

519,000円 

延べ床面積が１４０ 以下の専用住
宅に設置する場合 

延べ床面積が１４０ を超える専用
住宅に設置する場合 

台所および浴室を2か所以上有す
る専用住宅に設置する場合 

独立した2戸以上の専用住宅にお
いて浄化槽を1基設置する場合 



蓬莱大学受講生募集 
生 涯 学 習 課　 1392 
飯山総合学習センター　 3319

対象＝市内に在住または勤務している
60歳以上の人 

申込期間＝5月10日 ～19日 ・午前

９時～午後５時 

●各講座ともに、10回コースで2,500

円で、初回の開講日に集金します。（講

座によっては、材料費・テキスト代が

別途必要です） 

●申し込みが定員を超えた場合は、抽

選となります。 

●詳しくは、市役所・市民総合センタ

ー・まなびらんど・各コミュニティセ

ンターなどに置いてあるパンフレット

をご覧ください。 

講　座　名 

郷 土 史  

華 月 流 　 い け ば な  

民 　 　 　 謡 　（うた ） 

生活習慣病予防のすすめ 

コ ー ラ ス 虹  

民 　 　 　 踊（ おどり） 

水 彩 画  

書　　道（漢字・かな） 

ハツラツいきいき体操  

手 芸  

お り 紙 画  

煎 茶  

俳 句  

な つ メ ロ 教 室  

筋 力 ア ッ プ 運 動  

歌 で 元 気 ・ 心 と 体  

太 極 拳  

曜日 

火コース 

火コース 

火コース 

火コース 

火コース 

火コース 

火コース 

水コース 

水コース 

水コース 

水コース 

水コース 

木コース 

木コース 

木コース 

木コース 

木コース 

定員 

50 

30 

35 

40 

50 

35 

25 

50 

35 

30 

20 

20 

30 

50 

40 

40 

35

時　　間 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

午後1時半～3時半 

講　　師 

秋山　　尚 

木村　辰鳳 

菊岡　美治 

太田　幸世 

宮本　真弓 

真鍋　律子 

上原　清美 

大西きくゑ 

久本もり子 

丸田　良子 

川内　咲子 

池田侑僖子 

大西　静城 

宮本　真弓 

加門　静江 

神余　法子 

丸田　良子 

　
ピ
ア
ノ
の
名
器
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア

ノ
」。今
年
も
こ
の
名
器
を
た
く
さ
ん
の
人
に

弾
い
て
い
た
だ
く
た
め
、
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
演
奏
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア

ノ
の
音
色
を
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

と
き
＝
七
月
二
十
二
日
º
、二
十
三
日
∂
・
午

前
九
時
半
〜
午
後
五
時 

と
こ
ろ
＝
市
民
会
館
大 

ホ
ー
ル 

演
奏
時
間
＝
一
人
五
分 

程
度 

参
加
料
＝
無
料 

申
込
期
間
＝
五
月
一
日 

∑
〜
三
十
一
日
π

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
アノ 

　
　
　
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

市民会館 
4141

　
市
民
会
館
で
は
、
地
域
で
長
く
愛
さ
れ
る

施
設
で
あ
る
た
め
に
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
使
い
や
す
さ
と
心
地
よ
さ
な
ど
を

追
求
し
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設 

・
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
（
自
主
文
化
事
業
の
み

二
十
四
時
間
受
付
）
が
で
き
ま
す
。 

・
施
設
使
用
申
請
書
や
平
面
図
な
ど
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。 

・
施
設
利
用
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
の

情
報
提
供
も
充
実
し
て
い
ま
す
。 

■
公
演
企
画
な
ど
を
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ

ポ
ー
ト 

・
芸
術
文
化
活
動
な
ど
に
必
要
な
情
報
提
供

や
適
切
な
助
言
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
相
談

業
務
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
施
設
使
用
申
請
や
チ
ケ
ッ
ト
販
売
な
ど
の

受
付
時
間
を
延
長 

・
午
前
八
時
半
か
ら
閉
館
時
間
（
最
長
午
後

十
時
）
ま
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
施
設
利
用
料
な
ど
の
支
払
方
法
を
拡
大 

・
指
定
コ
ン
ビ
ニ
、
郵
便
局
窓
口
、
銀
行
窓

口
、
現
金
書
留
、
市
民
会
館
窓
口
で
の
支
払

い
が
可
能
で
す
。 

■
看
板
制
作
サ
ー
ビ
ス 

・
看
板
制
作
を
代
行
し
、
発
注
か
ら
撤
去
ま

で
会
館
が
行
い
ま
す
。 

■
サ
ー
ク
ル
の
紹
介 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
会
館
を
定
期
的
に
利

用
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
市
民
会
館
（
A
W
４
１
４
１
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w
. 

m
a
ru
g
a
m
e
-h
a
ll.o
rg
/

）
へ
ど
う
ぞ
。 

よ
り
身
近
な
市
民
会
館
を
目
指
し
て 

児 童 課 
8808

　
家
庭
で
の
保
育
が
一
時
的
に
困
難

に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
次
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

◆
一
時
保
育 

　
保
護
者
の
短
時
間
・
継
続
的
労
働
、

疾
病
、
出
産
、
看
護
な
ど
の
理
由
で

家
庭
保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
保
育

所
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
保
育
す
る

制
度
で
す
。 

　
塩
屋
北
保
育
所
（
塩
屋
町
五
丁
目
・

A
W
８
４
１
０
）、
城
南
保
育
所（
山

北
町
・
A
V
３
９
４
３
）、
恵
城
保
育

園
（
中
府
町
二
丁
目
・
A
V
６
５
３

０
）、
ふ
た
ば
乳
児
保
育
園（
土
器
町

東
七
丁
目
・
A
W
６
７
４
１
）、
ふ
た

ば
西
保
育
園
（
通
町
・
A
U
５
３
６

５
）、
虎
岳
保
育
園（
田
村
町
・
A
z

４
４
０
１
）、
ひ
つ
じ
ヶ
丘
保
育
園

（
垂
水
町
・
A
\
１
３
１
０
）
で
実

施
し
て
い
ま
す
。 

◆
休
日
保
育 

　
休
日
に
保
護
者
の
仕
事
な
ど
の
理

由
で
家
庭
保
育
が
困
難
な
場
合
に
、

保
育
所
で
子
ど
も
を
保
育
す
る
制
度

で
す
。 

　
ふ
た
ば
西
保
育
園
で
実
施
し
て
い

ま
す
。 

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
保
護
者
同
士
、
子
ど
も
同
士
の
交

流
を
図
る
た
め
、
ご
家
庭
で
子
育
て

を
し
て
い
る
人
に
、
保
育
所
の
遊
び

場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。 

　
城
辰
保
育
所
（
川
西
町
南
・
A
\

０
１
０
０
）、
富
熊
保
育
所（
綾
歌
町

富
熊
・
A
ó
２
２
０
９
）、
飯
山
北
第

二
保
育
所
（
飯
山
町
東
坂
元
・
A
£

２
０
９
５
）、
恵
城
保
育
園
、ふ
た
ば

乳
児
保
育
園
、
ひ
つ
じ
ヶ
丘
保
育
園

（
垂
水
町
・
A
\
１
３
１
３
）
で
実

施
し
て
い
ま
す
。 

◆
す
く
す
く
ダ
イ
ヤ
ル 

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
ど
に
つ

い
て
、
市
内
の
各
保
育
所
で
電
話
に

よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

◆
子
育
て
短
期
支
援 

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業 

　
児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
場
合
や
緊
急
一
時
的
に
児
童

を
保
護
す
る
制
度
で
す
。 

・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
事
業 

　
保
護
者
の
仕
事
が
夜
間
に
わ
た
る

な
ど
、
養
育
が
困
難
な
家
庭
の
児
童

を
預
か
る
制
度
で
す
。 

　
ど
ち
ら
も
、
亀
山
学
園
（
柞
原
町
・

A
V
６
７
２
９
）
で
実
施
し
て
い
ま

す
。 

◆
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

が
一
時
的
に
育
児
援
助
や
家
事
援

助
な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
制

度
で
す
。 

《
問
い
合
わ
せ
先
》 

　
一
時
保
育
、
休
日
保
育
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
実
施
保
育
所（
園
）へ
。
そ
の

ほ
か
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
児

童
課
（
A
X
８
８
０
８
）
へ
。 

生
　
活
　
課 

8
8
0
9

　
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。 

　
市
で
は
、
毎
月
行
政
相
談
日
を
定

め
て
み
な
さ
ん
か
ら
の
行
政
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
次
の
期
間

中
、
特
別
に
相
談
日
を
設
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
特
別
相
談
日 

と
き
＝
五
月
二
十
三
日
∏
〜
二
十
六

日
ª
・
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

と
こ
ろ
＝
市
役
所
本
館
一
階
相
談
室 

　
毎
月
定
例
の
行
政
相
談
日
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
広
報
十
八
ï
の
「
み

ん
な
の
相
談
室
」
コ
ー
ナ
ー
で
も
日

程
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

●
五
月
の
定
例
相
談
日 

　
市
役
所
＝
五
月
二
十
二
日
∑ 

　
栗
熊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝

五
月
二
十
四
日
π 

　
飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
＝
五
月

二
十
二
日
∑ 

　
本
市
の
相
談
委
員
は
、
大
西
幸
夫

さ
ん
（
田
村
町
・
A
W
７
６
８
１
）、

大
西
綏
子
さ
ん（
土
器
町
西
八
丁
目
・

A
V
９
６
５
３
）、平
尾
道
博
さ
ん（
綾

歌
町
岡
田
西
・
A
ó
３
２
３
０
）、
藤

井
か
つ
え
さ
ん
（
飯
山
町
東
小
川
・

A
£
４
６
９
０
）
で
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。 

春
の
行
政
相
談
週
間 

　
市
で
は
、飯
野
山
、

土
器
川
な
ど
の
優
れ

た
自
然
環
境
と
丸
亀

城
を
は
じ
め
と
す
る

歴
史
的
文
化
的
環
境

を
守
り
、育
て
、後
世

に
引
き
継
ぎ
、個
性
、

魅
力
、
風
格
を
備
え

た
都
市
景
観
を
形
成

す
る
た
め
、「
丸
亀
市

都
市
景
観
条
例
」
を

施
行
し
て
い
ま
す
。 

【
委
員
の
募
集
】 

　
「
丸
亀
市
都
市
景

観
審
議
会
」
は
、
都
市
景
観
に
関
す

る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
機
関
で
、

市
議
会
議
員
・
学
識
経
験
者
な
ど
十

五
人
以
内
で
組
織
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
都
市
景
観
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

【
委
員
の
応
募
方
法
】 

対
象
＝
市
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の

人
で
、
都
市
景
観
に
深
い
関
心
の
あ

る
人
、
平
日
の
昼
間
の
会
議
に
出
席

で
き
る
人 

募
集
人
数
＝
二
人
以
内 

任
期
＝
二
年
間 

開
催
回
数
＝
年
一
〜
二
回
程
度 

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
（
市
都
市
計

画
課
ま
た
は
各
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

総
務
課
に
設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
入
手
可
能
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、「
都
市
景
観
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」
の
作
文（
四
百
字
程
度
）を

添
え
て
市
都
市
計
画
課
へ
提
出 

締
め
切
り
＝
五
月
二
十
二
日
∑ 

選
考
方
法
＝
応
募
用
紙
と
作
文
の
記

載
内
容
を
審
査
し
て
選
考 

　
詳
し
く
は
、市
都
市
計
画
課（
A
X

８
８
１
２
、I
X
８
８
６
６
、Ｅ
メ
ー

ル
çtoshikei-k@

city.m
arugam

e.lg.jp)

へ
。 

都市景観審議会委員募集 
都市計画課 ８８１２ 



発泡スチロールなどは可燃ごみで！（綾歌地区を除く） クリーン課 7453

可燃ごみ 粗大ごみ 家庭ごみ 

　可燃ごみ（燃えるごみ）のうち
発泡スチロール・トレイ類（綾歌
地区を除く）、カセットテープ、
ビデオテープは、焼却処理の都合
上、可燃（燃えるごみ）で出して
ください。 
　なお、ポリ・プラスチック製品
（綾歌地区を除く）は、破砕が必
要なため、不燃ごみ（破砕ごみ）
として出してください。 

　粗大（大型）ごみは、受け付け
専用電話（ ７４５５）に住所、氏名、
電話番号、出すごみの種類、個数
などを申し込んでください。粗大
ごみの品目別に３００円、５００円、７０
０円の手数料と収集日をお知らせ
します。 
　電話受付時間は、平日の午前9
時から正午まで、午後1時から4
時までです。 

　家庭ごみのうち、可燃ごみと不
燃ごみは指定ごみ袋で出してくだ
さい。指定ごみ袋以外で出された
場合は収集できません。ペットボ
トルや布類などの資源ごみは、従
来どおり透明･半透明のごみ袋な
どで出してください。 
　なお、旧綾歌町指定ごみ袋およ
び婆娑羅のごみ袋は可燃・不燃ご
み用として使用できます。 

ば さ ら 

第
20
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア 

クリントピア 
丸　亀 
1144

と
　
き
＝
五
月
二
十
八
日

　
午
前
九
時
〜
午
後
二
時 

と
こ
ろ
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀 

　
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
で
は
、
第

二
十
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
リ
サ
イ
ク
ル
電
気
製
品
の
提
供 

申
込
受
付
時
間
＝
午
前
九
時
〜
十

一
時 

抽
選
＝
午
前
十
一
時
二
十
分
ご
ろ 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
二
階
「
リ
サ

イ
ク
ル
工
房
」 

●
木
工
体
験 

時
間
＝
午
前
九
時
半
〜
十
時
半
、 

午
前
十
一
時
〜
正
午 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
一
階
「
機
械
・

木
工
房
」 

定
員
＝
各
十
人
（
先
着
順
） 

材
料
費
＝
二
百
円 

●
布
製
品
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
小
物
の
販
売 

時
間
＝
午
前
九
時
〜
十
一
時
半 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
二
階 

●
市
立
図
書
館
特
別
企
画 

「
リ
サ
イ
ク
ル
図
書
の
販
売
」 

時
間
＝
午
前
九
時
〜
午
後
二
時 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
二
階
光
庭「
ガ

ラ
ス
工
房
」
前 

価
格
＝
一
冊
五
十
円 

●
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
紙
す
き
の

体
験 

時
間
＝
午
前
九
時
半
〜
午
後
〇
時
半 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
二
階
「
石
け
ん

工
房
」 

●
し
尿
処
理
施
設
（
瀬
戸
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
で
発
生
す
る
汚
泥

を
た
い
肥
化
し
た
肥
料
の
販
売 

時
間
＝
午
前
九
時
〜
午
後
二
時 

場
所
＝
工
場
棟
西
側 

料
金
＝
二
十
n
入
り
一
袋
、
五
十
円 

無
料
提
供
時
間
＝
午
前
十
一
時
四
十

五
分
〜
（
五
n
入
り
、
約
二
百
袋
） 

●
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
・
リ
サ
イ
ク

ル
家
具
の
提
供 

時
間
＝
午
前
九
時
〜
午
後
二
時 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
一
階
「
機
械
・

木
工
房
」 

●
小
物
・
古
レ
コ
ー
ド
の
販
売 

時
間
＝
午
前
九
時
〜
十
一
時
半 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
一
階
「
機
械
・

木
工
房
」
前 

●
ガ
ラ
ス
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り 

時
間
＝
午
前
九
時
半
、
午
前
十
一
時

半 場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
二
階
「
ガ
ラ
ス

工
房
」 

定
員
＝
各
二
十
人
（
先
着
順
） 

材
料
費
＝
百
円 

●
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
（
は
ぎ
れ
で
作

る
小
物
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
）
の

体
験 

時
間
＝
午
前
九
時
半
〜
午
後
二
時 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
「
リ
サ
イ
ク
ル

工
房
」
二
階
・
三
階 

材
料
費
＝
ど
ち
ら
も
百
円 

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
天
候
に
よ

っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

時
間
＝
午
前
九
時
〜
午
後
二
時 

場
所
＝
エ
コ
丸
工
房
駐
車
場 

※
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
準
備
の
た
め
、

五
月
二
十
六
日
ª
、
二
十
七
日
º
は

休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

9:15～10:00 
10:15～11:00 
11:15～12:00 
13:20～13:50 
14:10～14:40 
 
15:00～15:30 
 

健　康　課 
8806結核・肺がん検診（旧丸亀地区） 

　今年度も次の日程で結核・肺がん検

診を実施します。対象者は、必ず受診

しましょう。なお、5月、6月は旧丸

亀地区で実施し、綾歌・飯山地区は7
月に実施予定です。 
対象＝結核検診：丸亀市に住民票のあ
る65歳以上の人、肺がん検診：丸亀市

に住民票のある40歳以上の人 

料金＝胸部レントゲン検査：無料（40
～69歳の喀痰検査該当者のみ500円、た

だし、生活保護世帯の人は検診料金が

無料になりますので、事前に受診票を

持って、最寄りの保健福祉センターへ

来てください） 

持参する物＝結核・肺がん検診受診票 

14:00～14:40 
15:00～15:30 
15:50～16:20

金 竹 消 防 屯 所  
西村ゲートボール場 
川 原 集 会 場  

9:30～10:15 
10:30～11:00 
11:15～11:45 
13:30～16:00

山北八幡宮駐車場 
ＪＡ香川県城南支店 
三船会館西側駐車場 
ひまわりセンター 

11:30～12:00 
13:30～14:30 
14:40～15:00 
15:10～16:00

山根文化センター  
笠島町並み駐車場 
甲 生 徳 玉 神 社  
本島市民センター 

9:10～9:50 
10:10～10:50 
11:10～11:40 
13:10～13:40

下 所 集 会 場  
田 井 丸 宮 設 備  
垂 水 神 社  
垂水コミュニティセンター 

9:30～11:30 
13:30～14:00 
14:10～14:30 
14:45～15:15 
15:30～16:00

ひまわりセンター  
西 村 集 会 場  
川古村上善美様宅 
ヤングドライ土器店前 
上 分 大 西 美 容 室  

9:30～10:00 
10:15～10:45 
11:00～11:30 
13:30～14:30 
14:45～15:30

新浜町村岡商店横 
外 浜 団 地 集 会 場  
香 川 団 扇  
旧 ＪＡ 塩 屋 支 店  
旧ＪＡ報徳中津出張所 

9:30～10:30 
10:45～11:45 
13:00～14:00 
14:15～14:45 
15:00～15:30

津 森 自 治 会 館  
旧 ＪＡ 城 坤 支 店  
旧 ＪＡ 報 徳 支 店  
新田町高木幸雄様宅 
丸亀第二団地集会場前 

11:30～12:10 
13:30～13:50 
14:00～14:20 
14:30～15:30 
15:40～16:00

小 阪 消 防 屯 所  
生 ノ 浜 木 本 様 宅  
尻 浜 西 集 会 場  
福 田 お ど り 場  
大 浦 倉 藤 商 店  

9:15～10:00 
10:15～11:00 
11:15～11:45 
13:30～14:15 
14:30～15:00 
15:15～15:45

田 潮 八 幡 宮  
う ぶ す な 園  
二軒茶屋自治会館 
マ ル ナ カ 土 器 店  
土器コミュニティセンター 
佐 久 間 店  

9:15～10:15 
10:40～11:10 
11:20～11:50 
13:20～14:00 
14:15～15:00 
15:10～15:40

城 南 町 大 鳥 居 南  
ローソン丸亀高校前店 
さくらい薬局中府支店 
城西コミュニティセンター 
中 府 自 治 会 館  
城乾コミュニティセンター 

9:30～10:00 
10:15～10:45 
11:00～11:30 
13:00～13:30 
13:45～14:15 
14:30～15:00 
15:15～15:45

中 川 原 秋 山 組  
下 代 自 治 会 館  
有家総合結婚式場 
山 崎 自 治 会 館  
飯野コミュニティセンター 
西 分 自 治 会 館  
吉 岡 東 大 栄 建 工  

10:20～10:40 
11:00～11:20 
11:40～12:00 
13:30～13:50 
14:10～14:30 
14:50～15:10 
15:40～16:30

立 石 竹 田 様 宅 前  
釜 ノ 越 集 会 場  
甲 路 集 会 場  
茂 浦 集 会 場  
市井生活改善センター 
青 木 集 会 場  
ふれあいセンター広島 

9:15～9:45 
10:00～10:45 
 
11:00～11:45 
13:15～13:50 
14:05～14:45 
15:00～15:30

土居町一丁目集会場 
城東町児玉悟様方 
駐車場 
土居町吉田建具店前 
城北コミュニティセンター 
北平山町恵比須神社 
富 士 見 町 集 会 場  

9:10～9:50 
10:10～10:40 
11:00～11:40 
 
13:10～13:40 
 
14:00～16:30

幸 町 自 治 会 館  
西 本 町 自 治 会 館  
福島町松田米穀店 
車庫前 
西平山町みやけ荘 
駐車場 
ひまわりセンター 

9:30～10:15 
10:30～11:00 
11:15～11:45 
 
13:30～14:00 
14:15～14:45 
15:00～15:30

JA香川県原田出張所 
原 田 団 地 集 会 場  
100YEN PLAZAダイソー 
＆アオヤマ駐車場 
田 村 団 地 集 会 場  
山 野 設 備 工 業  
城南コミュニティセンター 

9:15～10:00 
10:15～11:00 
11:15～12:00 
13:20～13:50 
14:10～14:40 
 
15:00～15:30 
 

山ノ側香川サイクル 
ＪＡ香川県川西支店 
川西コミュニティセンター 
ま つ む ら 医 院  
ＪＡ香川県川西支店南 
ＡＴＭコーナー 
フジグラン丸亀駐車場 
（ダイキ側） 

9:30～10:00 
10:15～11:00 
11:15～11:45 
 
13:15～13:45 
14:00～14:30 
14:45～15:15 
15:30～16:00

コ ー プ 郡 家 店  
黒島タマネギ倉庫 
ＪＡ香川県丸亀農業 
センター 
郡家コミュニティセンター 
こ は し 内 科 医 院  
宮 武 歯 科 医 院  
宮 日 吉 神 社  

検 診 会 場  検診受付時間 

検 診 会 場  検診受付時間 

検 診 会 場  検診受付時間 

5月
8
日

9
日

１１
日

１２
日

１５
日

１６
日

6月 
1
日

３１
日

３０
日

２４
日

１９
日

１８
日

１７
日

5月 
１６
日

6月 
2
日

5
日

9
日

　ヘルスメイトは、食を通して地

域の健康づくりのためのリーダー、

案内役として、元気で活力ある健

康なまちづくりの推進力となって

くれる人です。ヘルスメイトにな

るためには、養成講座受講が条件

です（修了条件＝８回以上受講）。 

ヘルスメイト養成講座（年１０回コ 
ース） 
受講資格＝修了後ヘルスメイトの
活動ができる人 

とき＝５月29日 ～平成19年２月

26日  

ところ＝綾歌保健福祉センター 
定員＝25人 
受講料＝3,000円（テキスト代・材
料費の一部負担） 

申込期間＝５月８日 ～22日 （定

員になり次第締め切ります） 

申込先＝綾歌保健福祉センター（A
ó6600） 

募
集 



地域包括支援センターだより 
7955

募集 

運
営
協
議
会 

　
　
　
委
員 

案内 

介
護
予
防 

　
　
　
講
演
会 

　
市
で
は
、
平
成
十
八
年
四
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
円
滑
か
つ
適
正
な
運
営
を
図
り
、

公
正
・
中
立
性
を
確

保
す
る
た
め
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
介
護
予

防
に
取
り
組
む
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
介
護
保
険
制
度

な
ど
に
関
心
が
あ
る

市
民
を
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
募

集
し
ま
す
。 

対
象
＝
六
十
五
歳
以

上
の
一
号
被
保
険
者

お
よ
び
四
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
ま
で
の
二

号
被
保
険
者
な
ど
で

市
内
在
住
の
人 

定
員
＝
二
人
程
度（
そ

れ
ぞ
れ
応
募
多
数
の
場
合
は
、
面
接

な
ど
で
決
定
） 

任
期
＝
平
成
二
十
年
二
月
二
十
八
日

ま
で
（
予
定
） 

申
し
込
み
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
〒
七
六
二
―

八
五
一
五
飯
山
町

川
原
一
一
一
四
番
地
一
「
丸
亀
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
郵
送 

締
め
切
り
＝
五
月
十
六
日
∏ 

   

　
高
齢
に
な
っ
て
も
楽
し
く
充
実
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
仮
に

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
生
活

を
営
み
た
い
も
の
で
す
。 

　
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
自
分
ら

し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
自
分
で
、
ま
た
地
域
で
何
が
必
要

か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

と
き
＝
五
月
二
十
六
日
ª
・
午
後
一

時
半
〜
三
時 

と
こ
ろ
＝
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
四
階

研
修
会
議
室
一
・
二 

演
題
＝
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て 

〜
介
護
予
防
で
い
き
い
き
と
し
た
生

活
を
〜 

講
師
＝
星
川
洋
一
さ
ん
（
医
師
・
県

健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総
務
課
） 

参
加
費
＝
無
料 

駐
車
場
＝
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
お
よ
び
Ｊ
Ａ
跡
地 

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

福
祉
課
ト
ピ
ッ
ク
ス 

福
祉
課
ト
ピ
ッ
ク
ス 

　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
第

八
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
表
に
よ
る
順
位
が
上

の
ご
遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

支
給
内
容
＝
額
面
四
十
万
円
、
十
年

償
還
の
記
名
国
債 

請
求
期
限
＝
平
成
二
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

　
ま
だ
、
請
求
手
続
き
を
終
え
て
い

な
い
ご
遺
族
は
、
請
求
期
限
内
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

市
福
祉
課
ま
た
は
綾
歌
・
飯
山
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
障
害
者
福
祉
計
画 

　
策
定
委
員
の
募
集 

　
市
で
は
、「
障
害
者
基
本
法
」や「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
障
害

者
施
策
を
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

時
代
に
即
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

障
害
者
施
策
な
ど
に
関
す
る
計
画
を

策
定
し
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
市
民
と
し
て
、
こ
の
計

画
策
定
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
人
を

募
集
し
ま
す
。 

対
象
＝
二
十
歳
以
上
で
市
内
在
住
の

人 期
間
＝
計
画
策
定
の
た
め
の
審
議
が

終
了
す
る
ま
で
（
お
お
む
ね
平
成
十

九
年
三
月
ま
で
。
委
員
会
は
、
平
日

の
昼
間
に
四
回
程
度
開
催
す
る
予
定
） 

定
員
＝
三
人
程
度
（
多
数
の
場
合
は

面
接
な
ど
で
決
定
） 

申
し
込
み
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
・ 

氏
名
・
年
齢
・
職 

業
・
電
話
番
号
を 

記
入
の
う
え
、
〒 

七
六
三
―

八
五
〇
一 

市
福
祉
課
へ
郵
送 

締
め
切
り
＝
五
月 

十
五
日
∑（
必
着
） 

　
日
赤
社
資
に
ご
協
力
を 

　
五
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で

す
。
日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
護

活
動
や
血
液
事
業
の
推
進
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
業
資
金
は

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
納
め
て
い
た

だ
く
「
社
費
」
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
日
赤
奉
仕
団
な
ど
が
訪
問
す
る
際

に
は
、
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

　
な
お
、
日
赤
奉
仕
団
が
お
伺
い
し

て
い
な
い
ご
家
庭
な
ど
の
社
資
は
、

福
祉
課
お
よ
び
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

福
祉
課
　
　
　
　

8
8
0
5
 

綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー 

　

市
民
生
活
課
　

5
7
0
2
 

飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー 

　

市
民
生
活
課
　

7
9
5
4

「
戦
没
者
な
ど
の 

　
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
」 

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は 

　
お
済
み
で
す
か
？ 

優先順位 

1

2

3

4

5

資格または故人との続柄 

弔慰金の受給権者 

戦没者などの子 

優先順位3以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹 

①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没者などと 
生計関係がなかった人などは除かれます） 

優先順位1から4以外の三親等内の親族 
（戦没者などが死亡するまで引き続いて1年以 
上生計関係を有していた人に限られます） 

職場紹介　

地域包括支援センター 
です 

　飯山市民総合センター２階にある地域包括支援センター

は、介護・福祉・保健などの様々な面から高齢者を総合的

に支えるために、保健師、社会福祉主事、介護支援専門員

の専門職チームがみなさんの相談に応じます。 

b介護予防事業、新予防給付の提供における適切なマネジ

メント 

b介護予防・高齢者福祉・保健などの相談 

b高齢者の人権や財産を守る権利擁護や虐待防止 

b地域のケアマネジャー(介護支援専門員)の支援 

　今、自分でできていることをいつまでも継続し、さらに

自分でできることをもっと増やせるよう介護予防に重点を

置きます。 

地域包括支援センタースタッフ 地域包括支援センタースタッフ 

日高所長から 
　ひとこと 

　あなたの「このまちで自分らしく
生き生きと」を地域包括支援センタ
ーが支援します。 

TEL：£7955　FAX：£5575 
Eメール：hokatsu@city. 
                     marugame.lg.jp

ë
本
島
町
　
金
村
　
綾
香
さん 

わ
た
し
た
ち
の
人
権
・
同
和
問
題 

外
国
人
と
共
生
す
る
と
い
う
こ
と 

　
広
島
県
や
滋
賀
県
で
、
最
近
幼
い

命
が
奪
わ
れ
た
事
件
は
大
変
痛
ま
し

く
深
い
悲
し
み
を
伴
う
も
の
で
し
た
。

事
件
の
容
疑
者
に
は
だ
れ
も
が
強
い

憤
り
を
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
先
月
号
で
は
、
こ
の
事
件
か
ら
命

の
大
切
さ
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、

今
月
号
は
外
国
人
と
の
共
生
に
視
点

を
当
て
て
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
件
で
危
ぐ
さ
れ
る
こ
と
は
、

二
件
の
容
疑
者
が
来
日
外
国
人
で
あ

っ
た
こ
と
の
み
を
取
り
上
げ
て
「
や

っ
ぱ
り
外
国
人
は
…
…
」
と
、
日
本

在
住
の
外
国
人
全
体
に
対
し
て
予
断

と
偏
見
に
満
ち
た
差
別
意
識
が
増
大

さ
れ
、
排
撃
さ
れ
る
こ
と
で
す
。 

　
二
〇
〇
四
年
末
で
国
内
在
住
の
外

国
人
登
録
者
数
は
約
百
九
十
七
万
人

で
す
。
そ
の
内
の
約
三
〇
％
は
韓
国
・

朝
鮮
籍
の
人
々
で
、
そ
の
多
く
は
、

戦
前
の
日
本
の
植
民
地
政
策
な
ど
に

よ
り
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
日
本
に
残

留
し
た
人
や
子
孫
で
す
。
こ
の
人
々

へ
の
差
別
や
権
利
の
制
限
は
早
く
解

決
す
べ
き
人
権
問
題
で
す
。 

　
残
り
の
七
〇
％
は
一
九
八
〇
年
以

降
に
就
学
、労
働
、結
婚
な
ど
で
来
日

し
た
そ
の
他
の
国
籍
の
人
々
で
、
こ

の
人
た
ち
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
二
件
の
容
疑
者
は
、
と
も
に
後
者

の
外
国
人
で
、
彼
ら
の
増
加
に
伴
い

犯
罪
や
言
語
・
文
化
・
習
慣
の
違
い
な

ど
に
よ
り
日
本
人
と
の
摩
擦
が
生
じ
て

い
る
こ
と
は

事
実
で
す
。

だ
か
ら
と
い

っ
て
外
国
人

を
差
別
・
排

除
し
て
よ
い
と
言
う
こ
と
は
誤
り
で

す
。
外
国
人
と
の
共
生
は
公
正
公
平

な
判
断
と
多
様
な
民
族
の
文
化
や
習

慣
を
正
し
く
理
解
し
、
互
い
の
違
い

や
良
さ
を
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。 

　
金
子
み
す
ゞ
の
詩
「
わ
た
し
と
小

鳥
と
す
ず
」
の
中
の
「
み
ん
な
違
っ

て
、
み
ん
な
い
い
」
の
言
葉
は
、
人

間
の
共
生
の
あ
り
方
を
上
手
に
表
現

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
二
〇
〇
六
年
一
月
現
在
、
丸
亀
市

内
に
は
千
四
百
六
十
一
人
の
外
国
人

登
録
者
が
生
活
し
て
い
ま
す
。 

ë
城
辰
保
5
歳
児
　
谷
橋
　
桜
丞
ち
ゃん 

ë
城
辰
保
5
歳
児
　
杉
山
　
翔
哉
ち
ゃん 

ë
栗
熊
小
6
年
　
福
岡
　
佳
克
くん 

ë
郡
家
小
6
年
　
薮
下
　
　
涼
さん 



市民参加のページです。 

丸亀城内堀を元気に泳ぐこいのぼり 丸亀城内堀を元気に泳ぐこいのぼり 

　
天
気
の
良
い
日
は
田
畑
に
出
る

佐
藤
さ
ん
。
作
る
野
菜
は
無
農
薬

で
、
県
外
に
住
む
息
子
さ
ん
た
ち

に
送
っ
た
り
、
ご
近
所
に
配
っ
た

り
し
て
い
る
。
三
反
近
く
の
田
畑

は
て
い
ね
い
に
手

入
れ
さ
れ
、
目
に

付
く
草
は
な
い
そ

う
だ
。 

　
「
田
ん
ぼ
は
気

持
ち
が
良
い
で
す

よ
。
昔
は
人
に
頼

ま
れ
て
広
大
な
田

を
一
人
で
管
理
。
夜
明
け
前
か
ら
夜

中
ま
で
働
き
通
し
で
し
た
。
今
元
気

な
の
は
そ
の
お
か
げ
か
も
」
。
奥
さ

ん
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
う
佐
藤
さ

ん
。
お
二
人
仲
良
く
お
元
気
で
。 

佐　藤　正　明さん 
（新浜町二丁目・８６歳） 

１４ 

“声”をお寄せください 

《ひまわりボックス》投書
箱を、市役所本館・別館玄
関ロビー、まなびらんど、
各地区コミュニティセンタ
ーに置いています 
《Ｅメール》himawari@ 
city.marugame.lg.jp 
《ファクス》 8860

市への 市への 市への 
Q&A

　
　
　
　
四
月
か
ら
飯
山
町
で
も
飯 

 
 
 

　
　
　
山
北
・
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

立
ち
上
が
り
、
市
の
全
地
区
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
市
内
で
は
、
ほ
ぼ
小
学
校

　
　
　
区
を
単
位
に
十
七
地
区
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
自
分
た

ち
の
暮
ら
す
ま
ち
を
よ
り
豊
か
に
す

る
た
め
に
住
民
自
ら
が
、
地
域
の
課

題
を
解
決
し
て
住
み
よ
い
環
境
に
し

よ
う
と
す
る
様
々
な
活
動
の
こ
と
で

す
。
し
た
が
っ
て
、「
そ
の
地
域
に
暮

ら
す
す
べ
て
の
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一
員
」と
な
り
ま
す
。当
然
の
こ
と

な
が
ら
自
治
会
、婦
人
会
、老
人
会
、

子
ど
も
会
な
ど
、
地
域
住
民
で
組
織

す
る
各
種
団
体
も
重
要
な
構
成
員
と

な
り
ま
す
。
地
域
住
民
や
各
団
体
が
、

協
力
し
な
が
ら
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
運
営
・

活
動
を
行
い
ま
す
。
主
な
活
動
に
は
、

防
災
・
防
犯
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

紙
の
発
行
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
や
健
康
相
談
、
子
育
て
支
援
、
清

掃
活
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

　「
地
域
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
住
民
と
行
政
が

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。「
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

の
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
わ
た
し
た
ち

一
人
一
人
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　【
生
活
課
】

Q

A

14
飯野小学校 

わたしたちのマスコット 
　　　　「おじょもん」 

▲飯野小マスコット「おじょもん」と一緒にがんばるぞ！ 

→以上3歳未満のお子さんです。申し込みは、市秘書広報課（ ８８００）へ。 

6年 
川 田 　希さん 

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、

飯
野
小
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
お
じ
ょ
も
ん
」
を
活

用
し
て
、
よ
り
よ
い
学
校
に
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
ま
ず
、
あ
い
さ
つ
が

あ
ふ
れ
る
学
校
を
目
指

し
て
、
あ
い
さ
つ
名
人

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し

た
。
各
学
級
で
大
き
な

声
で
礼
儀
正
し
く
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
る
人
を

選
び
、
そ
の
人
た
ち
に

「
お
じ
ょ
も
ん
」
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
「
名
人
バ

ッ
ジ
」
を
渡
す
よ
う
に

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
特
に
低
学
年

の
人
た
ち
に
好
評
で
、
元
気
の
よ
い

あ
い
さ
つ
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
次
に
ろ
う
下
を
走
る
人
が
多
い
と

い
う
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
同
じ
よ

う
に
「
お
じ
ょ
も
ん
バ
ッ
ジ
」
を
作

り
、
ろ
う
下
を
正
し
く
歩
い
て
い
る

人
に
渡
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
バ
ッ

ジ
を
も
ら
っ
た
人
に
は
、
い
つ
も
ろ

う
下
を
正
し
く
歩
こ
う
と
い
う
自
覚

が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
そ
う
じ
に
つ
い
て
も
名

人
バ
ッ
ジ
を
作
り
、
一
生
け
ん
命
そ

う
じ
を
し
て
い
る
人
に
渡
す
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
い

つ
も
き
れ
い
な
教
室
で
勉
強
が

で
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
、

今
で
は
「
お
じ
ょ
も
ん
バ
ッ
ジ
」

が
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
た
の
で
、

今
後
も
「
お
じ
ょ
も
ん
」
を
う
ま
く

活
用
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
よ
い
学

校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

コミュニティ情報通信！ 

手をつなごう地域の和 
岡田コミュニティセンター 

昨年の水難事故防止教室 昨年の水難事故防止教室 

岡田コミュニティ会長 

横 関 　薫さん 

　
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
平
成
十

七
年
四
月
、
一
市
二
町
の
合
併
直
後

に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
岡
田
地
区
は
、

人
口
約
四
千
六
百
四
十
人
、
千
四
百

九
十
世
帯
の
純
農
業
地
域
で
す
。 

　
そ
ん
な
農
村
地
域
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が

飛
び
込
ん
で
き
て
も
な
か
な
か
そ
う

は
な
じ
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
何
と

か
し
な
け
れ
ば
」と
自
治
会
、婦
人
会
、

長
生
会
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
防

災
訓
練
、地
域
探
訪
と
手
を
広
げ
、ま

た
保
育
所
、幼
稚
園
、小
学
校
と
連
携

し
、「
子
供
安
全
対
策
本
部
」を
設
立
・

運
用
す
る
な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
交
流
も
深
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
や
っ
と
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
理
解
で
き
た
と
い

う
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

岡
田
地
区
を
い
か
に
発
展
さ
せ
て
い

く
か
、
そ
の
支
援
と
住
民
意
識
を
ど

う
盛
り
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
大
き

な
課
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
手
を
取

り
合
っ
て
、
地
域
の
特
性
を
見
つ
め

な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
確
実
な
歩
み
を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ゆ
っ
く
り
と
意
識
高
揚
を
図
り
な

が
ら
、地
域
の
た
め
に
偏
ら
な
い
、高

ぶ
ら
な
い
、
謙
虚
な
姿
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
、
二
年

目
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

●「アイドル登場」募集／「広報まるがめ」にお子さんの写真を掲載してみませんか。対象は、市内在住の1歳半→ 

（写真の掲載は控えさせていただきます） 



●成人・老人保健 

《生活習慣病予防個別相談》 
　事前にひまわりセンターへお申し込

みください。 

　とき＝５月１日 ・午前９時～午後

４時éところ＝ひまわりセンター 
《すこやか体操教室》 
　動きやすい服装で参加してください。 

　対象＝40歳以上の人éとき＝ひまわ
りセンター：５月10日 ・午前10時～

11時、飯山総合保健福祉センター：６

月１日 ・午前10時～11時 

《はじめての運動教室》 
　動きやすい服装 

で参加してくださ 

い。 

　対象＝40歳以上 

で日ごろ運動習慣 

のない人éとき＝ 
５月30日 ・午前 

10時～11時半éところ＝綾歌保健福祉
センターé内容＝上半身を鍛える体操、
ミニ体力測定、ダンベル体操などé講
師＝健康運動指導士 

《続・ころばんぞー教室》 
　対象＝ころばんぞー教室修了者éと
き＝５月２日 ・午前９時半～11時半

éところ＝飯山総合保健福祉センター 
《健康手帳の発行》 
　健康手帳は、健康診査などの受診記

録などに利用できる健康の記録です。

基本健康診査、健康相談、各種がん検

診などの際にご利用ください。 

　健康手帳は、各保健福祉センターや

各地区コミュニティセンターに置いて

います。 

　詳しくは、各保健福祉センターへ。 

《健康相談》 
　保健師が相談 

に応じます。血 

圧測定、体脂肪 

測定などができ 

ます。 

　とき＝綾歌保 

健福祉センター：５月11日 ・午後

１時～４時、飯山総合保健福祉センタ

ー：５月12日 ・午前９時半～11時半 

《栄養相談》 
　栄養士が相談に応じます。体脂肪測

定ができます。事前に各保健福祉セン

ターへお申し込みください。 

　とき＝綾歌保健福祉センター：５月

18日 ・午前９時～午後４時半、飯山

総合保健福祉センター：５月９日 ・

午前９時～午後４時 

《こころの健康相談》 
　職場、地域での対人 

関係やストレス、心の 

病など、心の問題で悩 

んでいる人の相談に、 

精神科医または精神保 

健福祉士が個別に応じ 

ます。事前に綾歌保健福祉センターへ

お申し込みください。 

　とき＝５月18日 ・午後２時～５時

éところ＝綾歌保健福祉センター 
《夜間歩行プール説明日》 
　前日までに、飯山総合保健福祉セン

ターへお申し込みください。 

　対象＝40歳以上の人éとき＝女性：
５月10日 ・午後６時～７時、男性：
５月11日 ・午後６時～７時 

《胃がん・子宮がん・乳がん検診》 
　事前に各保健福祉センターへお申し

込みください。 

　とき＝ひまわりセンター：５月22日

・午前９時～11時、飯山総合保健福

祉センター：５月26日 ・午前９時～

11時 

●献血にご協力を 

　あなたの善意 
が見ず知らずの 

人の生命を救う 

かもしれません。 

なお、問診など 

により、献血を 

お断りする場合があります。本人確認

のため、身分証明書などをご持参くだ

さい。今年度より、成分献血の申し込

みはありません。 

　対象＝16歳以上70歳未満の健康な人。

ただし、65歳以上70歳未満の献血につ

いては、60歳から64歳の間に献血をし

た人に限ります。三日以内に歯科治療

をした人は献血ができませんéとき＝
５月29日 ・午前10時～午後４時éと
ころ＝飯山市民総合センター 

今月のテーマ 

健康課　横田　敏江　 

 

た
ば
こ
が
健
康
上
良
く
な
い
こ
と

は
、
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
た
ば
こ

を
や
め
ら
れ
な
い
、
や
め
た
く
な
い

と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
た
ば
こ
の
健

康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。 

●
「
ニ
コ
チ
ン
は
依
存
性
薬
物
」
と
い

う
事
実 

　
少
し
本
数
を
減
ら
そ
う
か
、
い
っ

そ
の
こ
と
や
め
て
し
ま
お
う
か
…
…
。

そ
う
思
っ
て
も
、
つ
い
つ
い
手
に
し

て
し
ま
う
の
が
た
ば
こ
。
こ
れ
は
、

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
と
い

う
薬
物
に
よ
る
依
存
症
で
す
。
喫
煙

者
の
多
く
が
た
ば
こ
を
や
め
た
い
、

本
数
を
減
ら
し
た
い
と
思
い
な
が
ら

で
き
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
す
。 

●
様
々
な
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
も

な
る
た
ば
こ 

　
た
ば
こ
の
害
と
い
え
ば
、
肺
が
ん

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以

外
に
も
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
生
活
習
慣
病
の
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。た
ば
こ
に
は
、

血
管
を
収
縮
さ
せ
血
圧
を
上
昇
さ
せ

た
り
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増

や
し
た
り
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
、

動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
心
筋
こ
う
そ

く
や
狭
心
症
な
ど
の
心
臓
病
、
脳
こ

う
そ
く
の
原
因
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
い
続
け
る
と
、

慢
性
気
管
支
炎
や
肺
気
腫
な
ど
を
引

き
起
こ
す
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
た
ば
こ
は
吸
っ
て
い
る
人
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
も
煙
を
吸
っ
て
い

ま
す
。
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
喫

煙
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

●
禁
煙
し
た
い
人
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
！ 

　
市
で
は
、
個
別
に
禁
煙
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
約
八

十
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
を
希

望
す
る
人
は
、
市
健
康
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。 

3111 
5555 
2525

香 川 労 災 病 院  
麻 田 総 合 病 院  
中 野 外 科 胃 腸 科  

b土・日曜日、祝日、１２月３１日～
　1月3日・午後7時～１１時 
b電話番号＝087－861－2335

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ひまわりセンター ８８０６　 
綾歌保健福祉センター ６６００　 
飯山総合保健福祉センター １５７１　 

●赤ちゃん健診メモ 

　対象者には個別通知しますが、通知

が届いていない人は、市健康課へご連

絡ください。 

《3か月児健康診査》 
◯ひまわりセンター 

　とき＝５月２日 、16日 ・午前９

時半～10時半 

◯飯山総合保健福祉センター 

　とき＝５月17日 ・午後１時15分～

１時45分 

《1歳6か月児健康診査》 
◯ひまわりセンター 

　とき＝５月11日 、25日 ・午後１

時半～２時半 

◯綾歌保健福祉センター 

　とき＝５月19日 ・午後１時15分～

１時35分 

《3歳児健康診査》 
◯ひまわりセンター 

　対象＝生後３歳６ 

か月～３歳７か月の 

幼児éとき＝５月18 
日 、31日 ・午後 

１時半～２時半 

◯綾歌保健福祉センター 

　対象＝生後３歳６か月～３歳７か月

の幼児éとき＝５月19日 ・午後１時

40分～２時 

◯飯山総合保健福祉センター 

　対象＝生後３歳６か月～３歳７か月

の幼児éとき＝５月24日 ・午後１時

15分～１時45分 

●母　子　保　健 

《0歳児の広場》 
　乳幼児と保護者を対象に、親子の交

流の場として遊び場を開放します。 

　とき＝ひまわりセンター：５月８日

・午前10時～11時半、綾歌保健福祉

センター：５月18日 ・午前10時～11

時半、飯山総合保健福祉センター：５

月10日 ・午前10時～11時半é内容＝
自由遊び、計測、交流、プチ育児教室 

《まなび広場》 
　対象＝乳幼児と保護者éとき＝５月
29日 ・午前10時～11時半éところ＝
綾歌保健福祉センターé講師＝入口邦
子さん（運動指導士）é内容＝親子遊
びなど 

《離乳食講習》 
　離乳食前期・ 

中期を中心に講 

習します。離乳 

食を試食しなが 

ら、進め方のポ 

イントを学ぶことができます。お子さ

んと一緒に参加できますが、試食は保

護者のみです。実施日の前日までに、

綾歌保健福祉センターへお申し込みく

ださい。 

　対象＝３か月から１歳までの乳児の

保護者éとき＝５月22日 ・午前10時

～11時半éところ＝綾歌保健福祉セン
ターé持参する物＝母子健康手帳、筆
記用具 

《赤ちゃんを迎える教室》 
　元気な赤ちゃんを産み 

育てるために、一緒に勉 

強しませんか。 

　受付時間は開始前20分 

間です。事前に飯山総合 

保健福祉センターへお申し込みくださ

い。 

　対象＝妊婦および家族éとき＝５月
14日 ・午前９時～正午éところ＝飯
山総合保健福祉センターé内容＝お父
さんの妊婦体験、赤ちゃんをおふろに

入れよう、先輩パパ・ママからのメッ

セージé持参する物＝母子健康手帳、
筆記用具 

《母子健康手帳の交付》 
　市に住民票のある人が妊娠したとき

は、お近くの保健福祉センターへ届け

出てください。母子健康手帳を交付し

ます。 

　この手帳は、妊娠から就学前までの

母と子の健康を記録する物で、予防接

種や健診などを受けるときに必要です。

同時に発行するガイドブックには、妊

婦や乳児の健診受診票や訪問依頼はが

きなどが付いています。 

　詳しくは、各保健福祉センターへ。 

《家庭訪問》 
　保健師や助産師が、妊産婦や乳幼児

などを訪問し、育児などの相談に応じ

ます。母子保健ガイドブックに付いて

いる妊婦や新生児訪問依頼のはがきを

利用して、依頼してください。 

《こども相談》 
　お子さんの体や情緒面などの発達上

でご相談のある保護者を対象に、心理

判定員や保健師が個別に相談に応じま

す。 

　予約制です。事前にお近くの保健福

祉センターへお問い合わせください。 

《ことばの相談》 
　なかなかしゃべらない、言葉が分か

りにくい、発音がおかしいなど、お子

さんの言葉についてご相談のある保護

者を対象に、言語聴覚士が個別に相談

に応じます。 

　予約制です。事前にお近くの保健福

祉センターへお問い合わせください。 

　吉　田　病　院 
　石川整形外科クリニック 
　三崎耳鼻科クリニック 
　平田歯科医院  

　大久保内科医院 
　川井整形外科クリニック 

5月の休日当番医 

診療時間・午前9時～午後6時 
※医科（綾歌、飯山）、歯科については、各 
　医療機関へお問い合わせください。 

宗古 8101 
葭　 8100 
飯山 7696 
通　 2758

内 

整 

耳 

歯 

　今　田　医　院 
　中　山　病　院 
　楠原内科医院  
　増田歯科医院  

垂水 7526 
城西 0231 
綾歌 3005 
土器 2111

内 

整 

内 

歯 

6月
4
日 

3
日 

4
日 

5
日 

7
　
日 

川西 7312 
川西 2700 
塩屋 0022

　まつむら医院  
　柴田整形外科クリニック 
　田所歯科医院  

内 

歯 

整 

城東 3111 
飯山 2012 
三条 2113

香 川 労 災 病 院  
　吉　馴　医　院 
　丸尾歯科クリニック 歯 

外 

郡家 6311 
飯山 7773 
三条 7183

岩　本　病　院 
　みさき眼科クリニック 
　宮武歯科医院  歯 

眼 

１４
　

日
 

２１
　
日
 

２８
　

日
 

内 

外 

　須　内科医院  
　大西外科医院  

城西 1030 
御供所 5627

内 

整 

土器 1377 
天満 4010

内 

外 

　県立丸亀病院  
　香川クリニック 

土器 2131 
天満 2311



第8回 
4.2

カメラ
レポ
ート 春

の
訪
れ
と
と
も
に
桃
の
里
を
散
策 

ど
ぜ
う
汁
は
今
年
も
も
ち
ろ
ん
大
盛
況
！ 

元
気
い
っ
ぱ
い「
お
じ
ょ
も
太
鼓
」 

吹奏楽の演奏で会場は和やかに 親子ふれあい工作で笑顔 

垂 水 保 育 所  
ひつじケ丘 保 育 園  
川 原 自 治 会 館  
垂水コミュニティセンター東 
垂 水 田 井  
城 辰 保 育 所  

９:00～10:00 
10:10～10:50 
11:00～11:40 
13:20～14:00 
14:10～14:50 
15:00～16:00

飯 野 保 育 所  
J A 飯 野 支 店  
田 潮 八 幡 神 社  
青 ノ 山 保 育 所  

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:50 
15:00～16:00

郡 家 幼 稚 園  
郡 家 郵 便 局 前  
三 条 中 村  
郡 家 八 幡 下  

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
14:50～15:50

J A 川 西 支 店  
ふたば乳児保育園  
郡 家 大 林 下  
郡 家 原  
三 船 病 院 西  

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:20～14:00 
14:20～15:10 
15:20～16:00

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:20～15:20 
15:30～16:00

城 南 保 育 所  
山 北 八 幡 神 社 前  
城 東 幼 稚 園  
土 器 川 古  

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

原 田 保 育 所  
原 田 団 地 公 園  
JA城南原田出張所 
金 倉 保 育 所  

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

丸亀城南虎岳幼稚園 
丸亀ひまわり保育園 
城 辰 幼 稚 園  
土 居 保 育 所  

９:00～10:00 
10:10～11:10 
11:20～11:50 
13:30～14:30 
15:00～16:00

平 山 保 育 所  
塩 屋 北 保 育 所  
中 津 町 神 事 場  
城 坤 幼 稚 園 北  
塩 屋 保 育 所  

９:10～９:30 
９:40～10:00 
10:10～10:40 
13:10～13:50 
14:10～15:00

生 ノ 浜 海 岸  
福 田 海 岸 前  
本 島 大 浦 ・ 小 阪  
笠 島 海 岸 前  
本 島 市 民センター 

─────広 島 町 小 手 島 内  

2
　
日
 

9
　
日
 

１０
　
日
 

１１
　
日
 

１２
　
日
 

１６
　
日
 

１７
　
日
 

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～15:50

綾 歌 岡 田 保 育 所  
岡田コミュニティセンター
飯 山 三 谷 団 地  
ゆ う と ぴ あ 綾 歌  

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

飯 山 南 保 育 所  
飯 山 亀 山 神 社  
飯 山 南 幼 稚 園  
上 法 軍 寺 児 童 館  

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

飯山北第一保育所  
ドルカス乳児保育所 
飯 山 北 幼 稚 園  
飯山子育て支援センター 

10:50～11:40 
13:10～13:50 
14:00～14:30 
15:00～15:30 
15:40～17:00

青 木 集 会 所  
広 島 甲 路  
広 島 釜 の 越  
広 島 茂 浦  
J A 広 島 支 店  

２３
　
日
 

９:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

綾 歌 栗 熊 保 育 所  
綾 歌 富 熊 保 育 所  
あ や う た 幼 稚 園  
富熊コミュニティセンター 

２４
　
日
 

２５
　
日
 

２６
　
日
 

３０
　
日
 

１８
　
日
 

１９
　
日
 

─ 

あ
ま
り
の
熱
意
に
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
も 

平
山
保
育
所
の
園
児
ら
が
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
祝
福 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い 

スペインの盆栽愛好家が丸亀で研修 

　市の姉妹都市・サンセバスティアン市（スペイン）から、盆栽
研修生が来亀しました。研修生のベルナルドさんとイサスクンさ
んは盆栽歴約１５年の愛好家で、日本文化への思い入れは人一倍。
指導する丸亀さつき愛好会の大西さんと三野田さんは、研修生の
熱意と腕前に感心しながら、本場の技を伝授していました。　　

4.1～17

　琴電岡田駅とＪＲ丸亀駅、宇多津駅を直接結ぶ「丸亀コミュニ
ティバス岡田宇多津線」の運行が始まりました。旧一市二町のエリ
アをつなぐ路線は住民の要望が高かったもので、料金は一律で大
人２００円、子どもと身体障害者が１００円。ニーズにこたえて停留所
を新設するなど、利便性を考えたバスの運行に期待が高まります。 

住民のニーズにこたえて直行便開通 4.1

3.27 金毘羅街道のシンボルに石灯籠復元 

　金毘羅街道をＰＲしようと、こんぴらさんへの道しるべ協議会が
丸亀駅北口に「新堀湛甫石灯籠」を復元、除幕式が行われました。
石灯籠は天保2年（１８３１）、港の入り口付近にあったものを修復し、か
つて西汐入川が流れ込んでいた場所に復元。式典では除幕後、出席
者が基礎工事で掘り出された砂利を灯籠の周囲に敷き詰めました。 

こん ぴ ら 

しん ぽり たん ぽ ろう 

しお 

広報の配布業者が 
変わりました 

　今月号から、 

各ご家庭にお 

届けしている 

広報まるがめ 

の配布業者が 

四国新聞販売株式会社に変更 

になりました。 

　もし、届かない場合は、下

記へご連絡ください。 

【配布に関する問い合わせ先】 

　四国新聞販売株式会社 

　 0120-494459 中央図書館　 ３７４６／綾歌図書館　 ５９１５／飯山図書館　 ２６６６ 

1．クローズド・ノート 
2．４０翼ふたたび 
3．ひ　　な　　た 
4．弥　勒　の　月 
5．子どもの話にどんな返事をしてま 
　　すか？ 

（雫井　脩介） 
（石田　衣良） 
（吉田　修一） 
（あさのあつこ） 

 
（ハイム・Ｇ・ギノット） 

ベストリーダー5 5月の休館日 
◆中央図書館 
　3日、4日、5日、8日、２２日、２９日、３１日 
◆綾歌・飯山図書館 
　1日、3日、4日、5日、8日、１５日、２２日、 
　２９日、３１日 
 ■からくり絵本をつくろう 
対　象＝幼児、小学生（市内在住） 
と　き＝5月１３日 ・午後1時半 
ところ＝中央図書館会議室 
定　員＝２０人（申込順） 

■朗読講座～ファンタジーの世界～ 
と　き＝6月1日 、8日 、１５日 ・ 
　　　　午後1時半 
ところ＝中央図書館会議室 
講　師＝平瀬隆之さん（元NHKチー
　　　　フアナウンサー） 
定　員＝２０人（申込順） 

■おはなし会 
《図書館うさぎ》 
と　き＝5月１３日 午後2時 
ところ＝飯山図書館おはなし室 
《綾歌読み聞かせグループぶんぶん》 
と　き＝5月２０日 午前１０時 
ところ＝綾歌図書館視聴覚室 
《丸亀おはなしの会くれよん》 
と　き＝5月２７日 午後3時 
ところ＝中央図書館おはなしのへや 



お知らせ お知らせ 
 
 
 

　松くい虫薬剤防除 
農林水産課 ８８４５　 

　青ノ山地区に 

おいて、松くい 

虫薬剤防除（地 

上散布）を実施 

します。掛け替 

えのない緑を守 

るため、みなさんのご協力をお願いし

ます。 

　なお、実施は平穏な気象状況のとき

です。雨天または強風の場合は順延し

ます。散布中は、青ノ山の市道および

遊歩道を一部通行規制することがあり

ます。また、薬剤散布後７日間は山林

への立ち入りを控えてください。 

　散布予定日＝１回目：５月30日 ～

６月１日 、２回目：６月20日 ～22

日 é実施区域＝青ノ山地区17U 

　少年育成センターから 
少年育成センター ６８８６　 

　少年育成センターでは、青少年にか

かわる様々な問題や悩みについて来所

相談と電話相談を行っています。 

　電話相談については、これまで「ヤ

ングダイヤル」と「いじめ１１０番」

の２回線で受け付けていましたが、平

成18年４月１日からは「ヤングダイ

ヤル」の１回線で受け付けることにな

りました。みなさん、ご利用ください。 

●ヤングダイヤル 
　K0120-734970 

　患者等搬送事業認可 
消防本部防災課 ４００５　 

　市消防本部では、緊急を要しない患

者などの転院搬送などに利用できる民

間搬送事業者の認可を行いました。 

　詳しくは、下記へお問い合わせくだ

さい。 

●香川民間救急サービス 
（年中無休24時間受け付け） 

　K0120-455-911 

　国民健康保険、老人保健から 
保険年金課 ８８４２　 

　４月１日から、入院時の食事の費用

について負担方法が変わりました。こ

れまでは１日単位でしたが、変更後は

一食単位となります。 

　別表の　および　に該当する人には、

本人の申請により市保険年金課、◯・
◯市民生活課で減額認定証を発行しま
す。認定証を医療機関の窓口に提出す

ることで減額措置が受けられます。 

　詳しくは、市保険年金課へ。 

飯 

綾 

別表 対　　　　象 

一般の人 
1日につき 
780円 

1食につき 
260円 

1日につき 
650円 

1食につき 
210円 

1日につき 
300円 

1食につき 
100円 

（500円） （160円） 

市町村民税非課税の世帯に属する 
人など（③以外の人） 
※過去1年間の入院日数が９０日を 
超えている場合 

②のうち、所得が一定の基準に満 
たない７０歳以上の人など 

《変更前》 《変更後》 

① 

② 

③ 

※ 

　児童手当の対象拡大 
児童課 ８８０８　 

　児童手当の支給対象が、小学３年生

までの児童を養育する人から小学６年

生までの児童を養育する人に拡大され

ました。また、所得制限も緩和されて

います。対象となる家庭には、申請書類

を送付しています。手続きがまだの人

は早目に提出してください。公務員の

人は勤務先での申請となります。 

　養育者（主に父親）の住所が丸亀市

外の場合は、養育者の住所地で申請す

ることになりますのでご注意ください。 

　詳しくは、市児童課へ。 

【月額手当】 

【支払い時期】 

対　　象 

支払い月 対象期間 

6月 

１０月 

2月 

2月～5月分 

6月～9月分 

１０月～翌年1月分 

金　　額 

第1子・2子 5,000円 

第3子以降 10,000円 

【
所
得
制
限
限
度
額
】 

（注）平成１８年4、5月分は平成１６年中の所得が対象、6月以降は平成１７年中の 
所得が対象。 

扶養親族の数 
①自営業などの事業所得者の所得（円） 

（国民年金加入者） 
②給与所得者の所得（円） 
（厚生年金などの加入者） 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

4,600,000

4,980,000

5,360,000

5,740,000

6,120,000

6,500,000

5,320,000

5,700,000

6,080,000

6,460,000

6,840,000

7,220,000

　
◯
＝
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー 

　
◯
＝
飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー 

■
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
　
５
月
13
日
・

午
前
９
時
、
19
日
・
午
前
１
時
20
分
▽
会

場
は
後
日
連
絡
▽
申
し
込
み
＝
相
談
日
直

前
の
木
曜
日
・
午
前
８
時
半
〜
10
時
▽
説

明
＝
受
け
付
け
終
了
後
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▽
申
込
先
＝
直
接
、
市
生
活
課
、

◯
・
◯
市
民
生
活
課
へ 

※
相
談
は
一
人
年
度
内
１
回
限
り
で
す
。 

■
行
政
相
談
　
市
役
所

月
22
日
〜
26

日
、
栗
熊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

月
24
日
、◯

月
22
日
・
午
前
10
時
〜

午
後
３
時 

■
交
通
事
故
相
談
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
祝
日
を
除
く
月
・

市

役
所
本
館
２
階
交
通
事
故
相
談
室
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

◯ 

■
市
民
相
談
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

祝
日
を
除
く
月
・

市
役
所

本
館
１
階
市
民
相
談
室
、

◯
、

金
曜
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■
無
料
税
務
相
談
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）・
午
後
１
時
〜
３
時
▽
四
国
税

理
士
会
丸
亀
支
部
（

０
０
４
１
） 

■
中
高
年
齢
者
の
職
業
相
談
と
紹
介
　
休

日
、
土
曜
日
を
除
く
毎
日
・
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
▽
丸
亀
市
中
高
年
齢
者
職
業
相

談
室
（

２
１
１
７
） 

■
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
相
談
　
５
月
17

日
・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▽
市
役
所
本

館
５
階
第
３
会
議
室 

■
ふ
れ
あ
い
相
談
　
法
律
相
談（
要
予
約
）

＝
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー

月
９
日
、
綾 

飯 

飯 

飯 
飯 

綾 

綾 

飯 

市役所 〒７６３-８５０１丸亀市大手町二丁目3番1号・ ２１１１（代表） 

募　集 募　集 

催　し 催　し 
 

 

 

 

 

 

　シニアスポーツ大会 
生涯学習課 １３９２・ ２４０９　 

　対象＝市内に在住または勤務する60

歳以上の人éとき＝５月25日 ・午前

９時éところ＝丸亀市民体育館é内容
＝スプーンレースなどé申し込み方法
＝電話またはファクスで市生涯学習課

へé締め切り＝５月19日  

　上靴を持参してください。ファクス

で申し込みの場合は、参加者全員の住

所、氏名、年齢、電話番号を記入して

ください。 

　お年寄りの史跡巡訪 
長寿課 ８８３１　 

　対象＝60歳以上で配偶者のいない人

éとき＝６月30日 ・午前８時市役所、

綾歌・飯山市民総合センター出発é行
き先＝尾道（千光寺）、しまなみ海道方

面é定員＝250人（多数の場合は抽選）
é参加料＝3,500円é申し込み方法＝往
復はがきに住所、氏名、生年月日、電

話番号を記入のうえ、〒763-8501市長

寿課内老人クラブ事務局へ郵送é締め
切り＝５月29日  

　参加者の決定 

は後日通知しま 

す。詳しくは、 

市長寿課へ。 

 
 
 

　児童館へ行こう 
丸亀市児童館 １０９１　 

《レターポケット》 
　レターポケットに絵を描きませんか。

申し込みが必要です。 

　対象＝幼児、小学生éとき＝５月14
日 ・午後２時é定員＝20人é参加料
＝無料 

　協働事業に関心のある人へ 
企画課 ８８３９　 

《市民活動団体「おうえんｃａｆｅ」》 
　市との協働事業を考えている市民活

動団体を応援します。 

　「協働ってよく聞くけど何？」、「協

働で何かしたいけれどどうすればいい

の？」、「こんな計画は協働事業にな

るの？」など、協働に関する疑問、悩

み、相談に協働の専門家がお答えする

市民活動団体「おうえんcafe」を開催

します。 

　とき＝５月から平成19年２月までの

毎月第２金曜日（ただし、６月は第３金

曜日、８月は第１金曜日）・午前10時～

午後４時（予約があれば時間外も可能）

éところ＝市役所本館５階第４会議室 
《協働の地域づくり出前講座》 
　市民参加型まちづくりの専門家を迎

え、協働の地域づくり出前講座を開催

します。地域コミュニティ、活動団体、

ボランティア団体などと市が一体とな

って、協働の地域づくりについて考え

てみませんか。 

　とき＝５月22日 ・午後１時半～４

時半éところ＝◯多目的ホールé講師
＝前田眞さん（まちづくりＮＰＯえひ

め代表理事） 

　ＭＩＭＯＣＡへ行こう 
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 ７７５５　 

《常設展キュレーターズトーク》 
　とき＝５月27日 ・午後２時éと
ころ＝美術館１階受付集合é参加料＝
無料（展覧会チケットが必要） 

《オープン・スタジオ「美術館であそ
ぼう」》 
　申し込みは不要です。 

　対象＝子どもと保護者éとき＝５月
６日 ・午前10時～11時半 

《ワークショップ「不思議大博物図鑑
をつくろう」》 
　昼食を持参してください。 

　対象＝小学生以上（小学生は保護者

同伴）éとき＝６月17日 、18日 （ど

ちらか１日）・午前10時～午後４時é
講師＝角孝政さん（造形作家）é定員
＝各日15人é締め切り＝６月２日  

　申し込み方法など詳しくは、丸亀市

猪熊弦一郎現代美術館へ。 

飯 

歌
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

月
10
日
、
飯

山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

月
12
日
・

午
前
９
時
〜
正
午
、
生
活
相
談
＝
ひ
ま
わ

り
セ
ン
タ
ー

５
月
２
日
、
綾
歌
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

５
月
17
日
、
飯
山
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
月
25
日
・
午
前
９

時
〜
正
午
、介
護
相
談
・
安
心
で
き
る
住
ま

い
づ
く
り
相
談
＝
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー

５
月
16
日
・
午
前
９
時
〜
正
午
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
談
＝
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー

祝

日
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
毎
日
・
午
前
９

時
〜
午
後
５
時 

■
少
年
相
談
　
休
日
、
土
曜
日
を
除
く
毎

日
・
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
▽
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
▽
電
話
相
談
（

０
１
２
０

―

７
３
４
９
７
０
） 

■
子
育
て
一
日
相
談
　
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

月
28
日 

■
人
権
相
談
　
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室
、

飯
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

月
10

日
・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

■
障
害
者
相
談
・
障
害
児（
者
）地
域
療
育

相
談
　
市
役
所

・
午

後
１
時
半
〜
４
時
半
、
◯

・
午
後
１
時
半
〜
４
時
、
◯

・
午
前
10
時
〜
正
午 

■
定
例
農
家
相
談
　
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
で
す
。
◯
２
階
会
議
室

月
１
日
、
栗
熊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

月
９
日
、
市
役
所

月
10
日
。
詳
し

く
は
、
農
業
委
員
会（

８
８
２
６
）へ
。 

■
不
動
産
無
料
相
談
　
５
月
19
日
・
午
後

１
時
〜
３
時
半
▽
市
民
会
館
第
10
会
議
室

▽

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
（
A
０
８

７
―

８
２
３
―

２
３
０
０
）  

■
職
業
相
談
　
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
で
す
。
◯
業
務
課

、
栗
熊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
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◯は綾歌市民総合センターを、◯は 
飯山市民総合センターを表します。 
 

綾 飯 



　 第3回 香川脳卒中 
　 市民公開講座 

　とき＝５月14日 ・午後１時～４時

éところ＝サンポートホール高松第一
小ホール（高松市）é演題＝　脳卒中、
最新の診断と治療　香川県における地

域リハビリテーション事業　脳卒中の

リハビリテーション－今、受けられる

リハ・自らするリハ－é講師＝　河井
信行さん（香川大学医学部脳神経外科）

　星川洋一さん（香川県健康福祉総務

課）　難波孝礼さん（おさか脳神経外科

リハビリテーション科）é参加料＝無料 
　予約は不要です。詳しくは、香川大

学医学部循環器・腎臓・脳卒中内科内

日本脳卒中協会香川県支部（A087-891- 
2415）へ。 

　 平成18年度 香川県 
　 NPO提案型協働事業 

　県では、ＮＰＯ（ボランティア団体

などの市民活動団体および特定非営利

活動法人）と行政との協働を推進し、

ＮＰＯの特性を生かした県民サービス

を提供するため、ＮＰＯから協働事業

の企画案を募集します。公益性や効果

の高い事業を提案したＮＰＯと委託契

約を締結し、事業を実施する予定です。

　締め切り＝５月18日 （郵送の場合、

当日消印有効） 

　申し込み方法など詳しくは、県政策

部県民参画課県民活動推進グループ・

中西（A087-832-3174）へ。 

　 森のかぜ 
　 チャリティーコンサート 

　収益の一部は、福祉施設へ寄付させ

ていただきます。 

　とき＝５月７日 ・午後２時～３時

半éところ＝國粋岡田酒造酒蔵（綾歌
町）é演奏者＝オカリナ：陽光さん、
ピアノ：細川千津代さん、ボーカル：

中泰子さんé入場料＝500円 
　é問い合わせ先＝市秘書広報課（A
X8800） 

　 初心者剣道教室 

　対象＝小学生以 

上の初心者éとき 
＝５月23日から６ 

月13日までの毎週 

火、木、土曜日・ 

午後６時半～８時 

éところ＝県立丸亀武道館é参加料＝
無料 

　開催日の10日前から受け付けます。

申し込みなど詳しくは、県立丸亀武道

館（AW4098）へ。 

　 講 演 会  
　 「健康を求めて」 

　とき＝５月20日 ・午後１時～４時

半éところ＝ユープラザうたづ（宇多
津町）é演題＝　食べることに自信を
なくした日本人　すこやかに老い「笑

って大往生」é講師＝　島田彰夫さん
（神戸山手大学教授）　朝日俊彦さん

（香川県立中央病院泌尿器科部長、医

学博士）é参加料＝前売り1,000円、
当日1,500円、学生500円 

　託児サービス（子ども一人につき700

円）を希望する人は、５月16日 まで

にお申し込みください。申し込みなど

é問い合わせ先＝市秘書広報課（AX

8800） 
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─ 好 評 発 売 中─  

宮本文昭オーボエ・リサイタル 

●と　き＝6月２３日 ・午後7時開演 
●入場料＝一般３,０００円ほか（全席自由席） 

●と　き＝7月２９日  
　　　　　　午後1時  
　　　　　　午後5時開演 
●入場料＝Ｓ席７,０００円ほか 
　　　　　（全席指定席） 

丸亀蓬萊歌舞伎・松竹大歌舞伎 
九代目 松本幸四郎「勧進帳」公演 

　世界的オーボエ奏者・宮本文昭。2007年3月で演
奏活動にピリオドを打つ彼の、ファイナルコンサー
トをお聴きください。 

URL http://www.marugame-hall.org/

市川染五郎 松本幸四郎 

昼 

夜 

─ 好 評 発 売 中─  

徳永英明デビュー20周年ツアー 

加藤登紀子コンサートツアー2006 
聞かせてよ愛の言葉を 

●と　き＝5月２８日  
　　　　　午後5時開演 
●入場料＝Ｓ席７,３５０円 
　　　　　A席６,８００円 
　　　　　Ｂ席５,５００円 
　　　　　ペア席（Ｂ席のみ） 
　　　　　　　９,８００円 
 

●と　き＝7月9日 ・午後5時開演 
●入場料＝６,８００円（全席指定・未就学児童のご入場は 
　　　　　　お断りします） 

※チケット購入方法については、アイレックスへ直接お問い 
　合わせください。 

→水筒、雨具、軍手、帽子などé締め切り＝5月２５日 問い合わせ先＝市秘書広報課（ ８８00） 

　 さぬきうどん講習会 

　さぬきうどん 

講習会を実施し 

ます。受講修了 

者には、職安を 

通じて合同面接 

会を実施します。 

　対象＝県内に住所のある60歳代前半

の人éとき＝６月５日 ～９日 éと
ころ＝シルバー人材センター、市民会

館é内容＝うどん作り、食品管理、保
存、衛生などの講習é定員＝20人（申
込順）é受講料＝無料é受け付け＝５
月１日 から 

　申し込みなど詳しくは、シルバー人

材センター事務局（AW6215）へ。 

　 第３３回丸亀さつき展 

　丸亀さつき愛好会主催のさつき展を

開催します。ぜひご来場ください。 

　とき＝５月19日 ～21日 ・午前９

時～午後５時éところ＝市民会館２階
中ホールé内容＝さつき盆栽、小品盆

栽、山野草などの展示、即売会、栽培

相談 

　é問い合わせ先＝市秘書広報課（AX8800）

　 労働保険の年度更新 
　 手続きはお早目に 

　労働保険（労災保険および雇用保険）

の保険料の申告と納付を行う期間は、

４月１日から５月22日までとなってい

ます。事業主の人は、お早目に手続き

をお願いします。 

　詳しくは、香川労働局総務部労働保

険徴収室（A087-831-7294）または、
最寄りの労働基準監督署へ。 

　 高松法務局 
　 登記相談室設置 

　登記に関する相談に、より迅速、こ

まやかに対応するため、昨年５月、高

松法務局本局登記部門に「登記相談室」

を設置しました。従来の窓口での相談

に加え、登記相談専用の電話を設置し

て相談を受けています。 

　相談内容は、不動産（土地・建物）

に関する登記、地図・土地境界に関す

ること、会社・法人に関する登記、そ

の他登記に関するすべてのことです。

専門の相談員が相談に応じますので、

お気軽にご利用ください。 

　とき＝毎週月～金曜日（祝日、年末

年始は除く）・午前８時半～午後５時

é高松法務局登記相談室専用電話番号
＝０８７-８２１-２１０３ 

　 「看護の日」記念行事 

　５月12日は「看護の日」です。毎年

この日の週を看護週間として、全国的

に記念行事が行われています。 

　香川労災病院においても、地域のみ

なさんに看護についての理解と関心を 

深めていただくとともに、自分自身の

健康について再認識してもらうため、

多彩な行事を行います。 

　とき＝５月11日 ・午前９時～午後

３時éところ＝香川労災病院２階ロビ
ーé内容＝健康相談、絵画作品展、ふ
れあい看護体験 

　詳しくは、香川労災病院（AW3111）

へ。 

は や い  ふどうさん  

５３６６ 
URL http://mimoca.org
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館　 ７７５５ 

　現代刀工により復元された太刀ニ 
ッカリ青江も同時公開します。 
と　き＝5月3日 ～7日  
　　　　午前9時半～午後4時半 
ところ＝資料館1階展示室 
入場料＝無料 

《資料館主催の展示もぜひどうぞ》 

丸亀お城まつり特別公開 

名物ニッカリ青江 

と　き＝5月１４日 ・午後2時 
ところ＝美術館2階ミュージアムホール 
講　師＝スティーヴ・マックィーンさん 
 　　　　（逐次通訳あり） 
聞き手＝植松由佳さん（ミモカキュレーター） 
参加料＝無料（申し込み不要） 
定　員＝１７０人（先着順） 

《アーティスト・トーク》 

と　き＝会期中の日曜日（5月１４日を除く） 
　　　　午後2時（スティーヴ・マックィーン展）、 
　　　　午後2時半（猪熊弦一郎展） 
ところ＝美術館1階受付前集合 
参加料＝無料（展覧会チケットが必要） 

《キュレーターズ・トーク》 

スティーヴ・マックィーン－Caresses [愛撫]－ 

2展の会期：5月１４日 ～7月9日 （会期中無休） 

猪熊弦一郎展　具象と抽象の狭間で 

●青ノ山クリーンハイキング／とき＝5月２８日 ・午前9時田潮八幡神社集合é参加料＝無料é持ち物＝弁当、→ 

《Charlotte》２００４年 
 The Artist　 

courtesy:Thomas Dane Gallery, London 
Marian Goodman Gallery, New York, Paris　2　階展示室＝常設展「丸亀の歴史」　 

民具展示室＝団扇・食・住・運搬用具 

（市立資料館蔵／重要美術品）　 



（名前の掲載は控えさせていただきます） 

　このほど、次の方々

から心温まる善意の

ご寄付がありました。

厚く、お礼を申し上

げます。（敬称略） 

　 ハンセン病療養所入所者等に 
　 対する補償金制度 

　「ハンセン病療養所入所者等に対す

る補償金制度」については、「ハンセ

ン病入所者等に対する補償金の支給等

に関する法律（平成13年６月22日公布・

施行）」に基づき実施しているところ

ですが、補償金の請求期間が残すとこ

ろ約２か月となりました。該当者は、

県にご連絡ください。 

　既に補償金を受けている人、ハンセ

ン病に関する裁判上の和解が成立して

いる人は、補償金を請求、支給できま

せんので、ご注意ください。 

　支給対象＝平成８年３月31日までに

国立ハンセン療養所などに入所してい

た人で、補償法施行日に生存している

人é請求期限＝平成18年６月21日
é連絡先＝県薬務感染症対策課・結核
感染症グループ（A087-832-3305） 

　 残留農薬の 
　 ポジティブリスト制 

　「食品衛生法」の改正により、ポジ

ティブリスト制が導入され、平成18年

５月29日 より施行されます。散布し

た農薬が隣接の田畑に飛散して他の農

作物に付着した場合、その農作物の流

通が規制されるおそれがあります。農

薬使用時にはラベルをよく読み使用基

準を守り、散布時には細心の注意をお

願いします。 

　詳しくは、香川県中讃農業改良普及

センター（A~1022）または、県農業

経営課（A087-832-3411）へ。 

　 産業雇用 
　 安定センターから 

　 産業雇用安定センターは、無料職

業紹介事業を行う公益法人です。企業

に在職している人で、転職を希望して

いる人、Ｕターンを希望している人な

どを対象に、ハローワークと連携し職

業相談および職業紹介を行っています。

相談は無料です。お気軽にご相談くだ

さい。 

●ホームページアドレス 
　http://www.sangyokoyo.or.jp/ 

　詳しくは、 産業雇用安定センター

香川事務所（A087-851-1011）へ。 

軽自動車税/全期分 

納期_5月１０日～３１日 

納税は便利な口座振替で 

＊中讃ケーブルビジョン１７chで放送中 

《デビュー戦》 

と　き＝平成１８年5月１９日

ところ＝丸亀競艇場 

☆平山選手からのメッセージ 

　「夢中・熱中・一生懸命 

　こころを込めてがんばります」 

競艇選手紹介 

～地元期待の新人～ 
平山　智加 選手（登録番号 ４３８７） 蓬萊杯争奪ゴールデンウイーク大賞 

　5/3¥ 4≥ 5¥ 6º 7∂ 8∑  

一般競走 
　11∫12ª13º14∂  

G｡宮島モーターボート大賞《場外発売》 
　13º14∂15∑16∏17π18∫  

一般競走 
　19ª 20º 21∂ 22∑  

ＳG 第33回 笹川賞《場外発売》 
　23∏ 24π 25∫ 26ª 27º 28∂  

日刊スポーツカップ 
　30∏ 31π（～6/4∂） 

→ 集合＝市役所前・午前8時半 持ち物＝手袋、帽子、水筒、雨具など 問い合わせ先＝市秘書広報課（ ８８00） 

　 丸亀フットボールクラブ 
　 サッカー教室 

　 日本サッカー 

協会の公認指導者 

が指導します。一 

緒にサッカーを楽 

しんでみませんか。 

市外の児童も参加 

できます。 

　対象＝小学１～４年生éとき＝５～
７月の毎週日曜日・午前９時～11時é
ところ＝土器川河川敷サッカー場é受
講料＝1,000円（スポーツ保険料を含

む） 

　é問い合わせ先＝市秘書広報課（A
X 8800） 

　 フットサル教室 

　ナイター照明に浮かぶ天然芝の上で

ゲームを楽しみながら、基本技術、基

本戦術を身につけましょう。 

　対象＝一般éとき＝６月21日から９
月20日までの毎週水曜日（７月26日、

８月２日、９日、16日を除く）・午後７

時～９時éところ＝県立丸亀競技場é
定員＝60人（申込順）é参加料＝2,400
円é受け付け＝５月21日 から 

　申し込みは、参加料を添えて県立丸

亀競技場（AU5800・午前9時～午後

８時）へ。 

　 平成18年度 家庭教育 
　 指導者養成基本講座 

　対象＝家庭教育支援ボランティア活

動に関して学習意欲のある人éとき＝
６月24日 、７月８日 、15日 ・午

前10時～正午éところ＝宇多津町保健
センター（宇多津町）é内容＝第１回：
家庭教育支援のあり方と今後の課題、

第２回：子どもの心と体の発達、第３

回：家庭教育相談のあり方é定員＝30
人程度（多数の場合は抽選）é受講料
＝無料é締め切り＝６月９日  

　申し込み方法など詳しくは、県教育

委員会事務局生涯学習課（A087-832- 
3774）へ。 

　 石綿健康被害者および 
　 遺族のみなさんへ 

　平成18年３月27日から「石綿による

健康被害の救済に関する法律」が施行

されました。 

　「労災保険法」などで補償されない

石綿（アスベスト）による中皮腫や肺

がんを発症している人およびこの法律

の施行前にこれらの疾病を発症し死亡

した人の遺族に対して、「医療費等の

救済給付」が支給されます。 

　また、石綿（アスベスト）を取り扱

う作業に従事したことにより中皮腫や

肺がんなどを発症し、平成13年３月26

日以前に死亡した労働者などの遺族で、

時効により「労災保険法」に基づく遺

族補償給付を受ける権利が消滅した人

に対して、「特別遺族給付金」が支給

されます。 

　詳しくは、香川労働局（A087-831-
7282）へ。 

　 自動車税は5月31日までに 
　 納めましょう 

　自動車税は、毎年４月１日現在の所

有者（割賦販売などの場合は使用者）

に対して、県が課税するものです。 

　平成18年度の納期限は、５月31日

です。５月上旬にお送りする納税通知

書で納めてください。納期限を過ぎる

と、延滞金が掛かる場合があります。 

　また、県では、平日、銀行などで納

税できない人でも気軽に納めていただ

けるよう、次のとおり、納税窓口を延

長するとともに、臨時の納税窓口を開

設しますので、ご利用ください。 

●中讃県税事務所（坂出市久米町一丁
目18番20号、An1611） 

　とき＝５月28日 ・午前８時半～午

後５時、29日 、30日 、31日 ・午

前８時半～午後７時半 

●中讃県民センター（善通寺市生野本
町一丁目１番12号仲多度合同庁舎内、

A~9610） 

　とき＝５月28日 ・午前10時～午

後５時、29日 、30日 、31日 ・午

前10時～午後７時半 

●ゆめタウン高松１階「海の広場」 
　とき＝５月28日 ・午前10時～午後

５時 

　詳しくは、中讃県税事務所（An1611）

または、県税務課（A087-832-3066）
へ。 

さん 

轟轟戦隊 
ボウケンジャーショー 

2006 テレビ朝日・東映AG・東映 

●と　き＝5月4日 ・午前１１時 

●ところ＝丸亀競艇場 

　　　　　わくわくランド 

●観覧無料 

今月の表紙 

　市役所北側の県道３３号線（旧国

道１１号）の昔と今。かつて丸亀城の

外堀があり、大正１１年１０月から昭

和３８年9月まで、琴参電車が走っ

ていました。電車は車へと姿を変

え、市内最初の四車線道路となっ

て、今に至っています。 

（写真上：石井誠一さん撮影） 

●5月のサイクリング／国宝のお堂を見に行きましょう。とき＝5月１４日 éところ＝本山寺（三豊市豊中町）→ 

●市の人口（4月1日現在）前月比 

　人　口１１０,０８４人（－９３） 
　　男　  ５３,０８０人（－９３） 
　　女　  ５７,００４人（　０） 
　世帯数  ４０,８８６世帯（＋６３） 

●市の面積 １１１.７９  

●交通事故（3月） 

　事　故１３７件 
　死　者   ０人 
　負傷者１８１人 
●救急出場件数  
　　　　３５６件 
●火災の発生  
　　　　   ２件 

※4月号でお知らせした救急出場件数は、 
　３３４件の誤りでした。 



み 

こ
し 

ふ
も
と 

　
丸
亀
市
と
宇
多
津
町
の
境
に
位
置
す
る

青
ノ
山
は
、標
高
二
二
四
・
五
r
で
、山
頂

近
く
ま
で
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
手
軽
に

登
っ
て
、郷
土
の
移
り
変
わ
り
を
観
察
で
き

る
便
利
な
山
で
あ
る
。
幅
一
r
ほ
ど
の
遊

歩
道
も
整
備
さ
れ
、
森
林
浴
を
楽
し
み
な

が
ら
徒
歩
で
も
三
十
分
程
度
で
登
れ
る
。 

　
南
側
の
麓
に
は
昭
和
五
十
一
年
に
完
成

し
た
墓
地
公
園
が
あ
り
、
明
る
く
緑
に
包

ま
れ
た
十
一･
五
Ç

に
及
ぶ
特
殊
公
園
で

あ
る
。墓
地
公
園
南
側
に
隣
接
し
て「
登
り

窯
跡
」、「
六
号
古
墳･

七
号
古
墳
」、「
青
ノ

山
配
水
池｣

が
あ
る
。西
の
麓
に
は
、秋
の

例
祭
に
氏
子
に
担
が
れ
た
神
輿
が
土
器
川

で
水
浴
び
を
す
る「
田
潮
八
幡
神
社
」が
あ

り
、
こ
の
神
社
の
南
側
か
ら
も
自
動
車
道

が
山
頂
付
近
へ
と
通
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
ほ
か
、
東
側
の「
青
ノ
山
ト
ン
ネ
ル
」南

口
か
ら（
宇
多
津
町
大
門
か
ら
は
狭
い
）の

三
か
所
か
ら
自
動
車
で
登
れ
る
。 

　
青
ノ
山
の
遊
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
登
っ
て

い
く
と
、
標
高
一
六
〇
r
位
ま
で
は
比
較

的
傾
斜
が
緩
や
か
で
山
肌
の
露
岩
は
花
崗

岩
で
あ
る
が
、
や
が
て
露
岩
も

黒
っ
ぽ
い
安
山
岩
に
変
わ
っ
て

い
る
。
も
と
も
と
こ
の
山
は
ア

カ
マ
ツ
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。
山
の
北
西
側
は
三

十
数
年
前
に
山
火
事
が
あ
っ
た

所
で
、
今
な
お
樹
木
が
小
ぶ
り

な
の
に
気
が
つ
く
。
山
頂
に
は
散
在
し
て

い
た
安
山
岩
が
中
央
に
集
め
ら
れ
石
舞
台

が
造
ら
れ
、
芝
生
の
広
場
と
北
端
に
展
望

台
が
あ
る
。
山
頂
や
や
南
に
は
大
き
な
石

積
み
の
「
一
号
古
墳
」
が
あ
り
、
周
辺
に

も
小
さ
な
古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
遊
具

も
設
置
さ
れ
、
桜
の
木
々
と
と
も
に
行
楽

の
場
と
し
て
訪
れ
る
人
も
多
い
。 

　
北
側
の
中
腹（
標
高
一
二
〇
r
付
近
）に

は
、「
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
備
讃
瀬
戸

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
」が
あ
る
。こ
の
施
設

は
、東
京
湾
入
り
口
に
次
ぎ
、全
国
二
番
目

の
昭
和
六
十
二
年
七
月
よ
り
業
務
を
開
始
。

船
舶
の
安
全
で
効
率
的
な
運
航
を
確
保
す

る
た
め
、
海
上
交
通
に
関
す
る
情
報
提
供

と
航
行
管
制
を
行
い
、
海
上
交
通
情
報
機

構
を
整
備
・
運
用
し
て
い
る
。
六
つ
の
航

路
が
錯
綜
す
る
備
讃
瀬
戸
に
は
、
多
く
の

島
や
浅
瀬
が
あ
り
、
船
の
衝
突
・
座
礁
が

起
こ
り
や
す
い
。
ま
た
、
こ
の
航
路
内
で

は
漁
業
活
動
も
盛
ん
な
た
め
、
レ
ー
ダ
ー

局
や
船
舶
信
号
所
が
七
か
所
設
置
さ
れ
、

行
き
交
う
船
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
。 

が
ま 

ろ 

が
ん 

か 
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う 
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古墳が多く 
　海上交通を見守る山 

写真・文/石井　誠一 
青　ノ　山 

写真（左上）：山頂の1号古墳、（右上）：土器川河口より見る青ノ山 
　　（左下）：備讃瀬戸海上交通センター、（右下）：山頂広場と展望台 

海上交通センター 

青ノ山トンネル 

遊歩道案内図 

墓地公園 

田潮八幡神社 

海上交通センター 

青ノ山トンネル 

遊歩道案内図 

墓地公園 

田潮八幡神社 

11

国土地理院発行の5万分の1 
地形図「丸亀」原寸 

１９８９年作 

アクリル・カンヴァス 

　文子夫人に先立たれた事をきっ

かけに顔を描くようになり、抽象

画から具像画に急転換したように

見えますが、顔も抽象形態の集合

と猪熊は捉えていました。 

顔 ３５ 

猪熊ギャラリー 

とら 

　
新
緑
が
輝
く
季
節
。

新
生
活
に
も
慣
れ
て
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
人
も

多
い
の
で
は
▽
さ
て
、

五
月
と
い
え
ば
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
。
旅
行
に
温

泉
と
い
き
た
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、今
年
も
丸
亀
で
は
五
月
三
日
・
四
日
に

恒
例
の
丸
亀
お
城
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
お
城
ま
つ
り
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
、
ま
た
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
の
も
結

構
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。Ｇ
Ｗ
が
、良

い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に
…
…
。（
健
） 

●この広報紙は、四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、同社 ０１２０-４９４４５９までご連絡ください。 

こちら編集室 


